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は
じ
め
に
　
二
〇
一
八
年
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
、
吉
田
嘉
清
氏
に
よ
り
「『
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
史
料
と
証
言
』
関
係
資
料
」
計
九
七
七
点
が
寄
贈
さ
れ
た
。『
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
史
料
と
証
言
』
は
、
同
氏
な
ど
有
志
が
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
期
に
お
け
る
早
稲
田
大
学
学
生
運
動
の
記
録
を
残
す
た
め
に
編
集
・
刊
行
し
て
い
た
雑
誌
で
、
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
五
年
に
計
七
冊
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
右
資
料
に
含
ま
れ
て
い
た
藤
川
覚
宛
津
田
左
右
吉
書
簡
五
四
通
（
封
筒
の
み
の
も
の
は
除
く
）
で
あ
る
（
以
下
、「
本
書
簡
群
」
と
表
記
。
以
下
の
番
号
は
右
資
料
の
資
料
番
号
を
指
す
）。
　
本
書
簡
群
の
う
ち
一
二
通
は
、
右
雑
誌
の
別
冊
・
資
料
篇
（
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
の
「
新
資
料
・
津
田
左
右
吉
書
簡
『
裁
判
の
日
々
』」
に
お
い
て
一
度
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
翻
刻
冒
頭
の
編
集
部
記
に
、「
こ
の
書
簡
は
、
当
時
、
岩
波
書
店
に
あ
っ
て
津
田
博
士
の
よ
〔
資
料
紹
介
〕資
料
紹
介
　
吉
田
嘉
清
氏
寄
贈
・
藤
川
覚
宛
津
田
左
右
吉
書
簡
解
題
渡　
邉　
　
　
剛
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き
相
談
役
と
な
っ
た
藤
川
覚
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
の
ち
横
浜
事
件
に
連
座
。
本
誌
編
集
部
・
藤
川
亨
の
父
）
あ
て
に
お
く
ら
れ
た
五
十
五
通
の
書
簡
中
か
ら
、
裁
判
に
関
係
す
る
十
二
通
を
特
輯
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
本
書
簡
群
が
右
資
料
に
含
ま
れ
た
経
緯
が
知
ら
れ
る
。
　
藤
川
覚
（
ふ
じ
か
わ
・
さ
と
る
／
一
九
〇
五
〜
？
）
は
、
編
集
者
・
翻
訳
家
で
あ
る
。
一
九
二
九
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
選
科
修
了
後
に
岩
波
書
店
入
店
、
戦
時
期
に
は
同
盟
通
信
社
に
移
り
出
版
部
長
と
な
る
が
、
在
職
中
に
横
浜
事
件
で
検
挙
さ
れ
た
。
終
戦
後
、
新
聞
雑
誌
用
紙
割
当
委
員
と
な
り
、
日
本
共
産
党
に
入
党
。
後
、
大
月
書
店
顧
問
と
な
り
、『
ス
タ
ー
リ
ン
全
集
』『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
翻
訳
・
刊
行
に
尽
力
、
一
九
七
〇
年
に
は
ソ
連
邦
最
高
会
議
幹
部
会
か
ら
レ
ー
ニ
ン
生
誕
百
年
記
念
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
て
い
る１
。
藤
川
は
岩
波
書
店
在
職
中
に
津
田
の
担
当
者
と
な
り
、
出
版
法
違
反
事
件
に
際
し
て
そ
の
対
応
に
あ
た
っ
た
。
岩
波
書
店
に
は
一
九
三
三
年
段
階
で
在
籍
し
、
一
九
四
三
年
末
ま
で
に
退
店
し
た
と
さ
れ
る
が２
、【
７
４
６
・
７
６
９
】（
一
九
四
一
年
八
月
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
同
書
簡
が
書
か
れ
た
頃
に
退
店
し
た
よ
う
で
あ
る
。
　
今
回
は
、
既
翻
刻
分
を
含
め
、
寄
贈
を
受
け
た
本
書
簡
群
全
体
を
翻
刻
・
再
刻
し
た
。
そ
の
結
果
、
既
翻
刻
分
と
は
年
月
日
や
文
字
に
異
同
が
出
て
い
る
。近
年
の
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
津
田
左
右
吉
研
究
　
本
書
簡
群
に
言
及
す
る
前
に
、
近
年
の
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
津
田
研
究
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
津
田
左
右
吉
没
後
五
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
一
一
年
、
早
稲
田
大
学
は
津
田
の
出
身
地
に
立
つ
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
共
同
で
、
各
種
の
記
念
行
事
を
催
行
し
た
。
早
稲
田
大
学
で
は
特
別
企
画
展
「
没
後
50
年
津
田
左
右
吉
展
」、
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
津
田
左
右
吉
を
あ
ら
た
め
て
問
う
〜
没
後
50
年
に
よ
せ
て
〜
」
が
催
行
さ
れ
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
登
壇
者
の
論
考
を
含
め
た
『
没
後
50
年
津
田
左
右
吉
展
』
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展
示
図
録
』（
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
早
稲
田
大
学
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
連
動
し
て
、
同
年
に
は
、
没
後
五
〇
年
記
念
出
版
と
し
て
新
川
登
亀
男
・
早
川
万
年
編
『
史
料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』 
津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』（
勉
誠
出
版
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
　
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
八
年
度
に
は
、
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
│
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
学
の
危
機
と
再
生
│
」
の
第
三
研
究
グ
ル
ー
プ
「
早
稲
田
大
学
と
東
ア
ジ
ア
│
人
文
学
の
再
生
に
向
か
っ
て
│
」
が
津
田
を
重
点
的
に
取
り
上
げ
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
各
種
の
研
究
集
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
そ
の
成
果
は
、『
津
田
左
右
吉
と
ア
ジ
ア
の
人
文
学
』
一
〜
五
（
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
九
年
）、「
津
田
左
右
吉
と
早
稲
田
大
学
│
記
憶
と
記
録
│
」（『
日
本
思
想
史
学
』
四
八
、
二
〇
一
六
年
）、
新
川
登
亀
男
編
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
人
文
学
の
再
建
と
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
│
津
田
左
右
吉
を
め
ぐ
っ
て
│
』
会
議
録
」（『W
aseda RILA
S Journal
』
五
、
二
〇
一
七
年
）、
渡
邉
義
浩
編
『
津
田
左
右
吉
訳
稿
集　
ト
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
「
偉
人
崇
拝
論
」』
（
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
、
二
〇
一
九
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
六
年
）
草
稿
が
早
稲
田
大
学
東
洋
哲
学
研
究
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た３
。
　
な
お
、
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
津
田
関
係
資
料
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
早
稲
田
大
学
図
書
館
で
は
、
津
田
没
後
に
寄
贈
さ
れ
た
旧
蔵
書
が
「
津
田
文
庫
」
と
な
っ
て
お
り
、
メ
モ
・
草
稿
・
抜
刷
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
遺
愛
品
類
は
特
別
資
料
室
所
管
の
「
津
田
左
右
吉
伝
記
資
料
」
と
な
っ
て
い
る４
。
こ
れ
以
外
の
特
別
資
料
、
ま
た
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
に
津
田
関
係
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
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津
田
左
右
吉
書
簡
を
巡
る
現
況
　
続
い
て
、
津
田
書
簡
を
巡
る
現
況
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
　
活
字
化
さ
れ
た
津
田
書
簡
と
し
て
基
本
的
位
置
を
占
め
る
の
が
、
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
補
巻
一
・
二
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
の
そ
れ
で
あ
る
。『
津
田
左
右
吉
全
集
』
は
、
第
一
次
（
一
九
六
三
〜
一
九
六
六
年
）、
第
二
次
（
一
九
八
六
〜
一
九
八
九
年
）
と
二
度
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
全
集
は
、
第
一
次
全
集
全
三
三
巻
の
再
刊
（
月
報
は
新
規
）
に
加
え
、
書
簡
・
補
遺
・
年
譜
な
ど
を
収
め
た
補
巻
二
巻
を
加
え
た
。
　
こ
の
補
巻
所
収
書
簡
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
全
集
編
集
に
協
力
し
た
今
井
修
の
言
及
が
あ
る５
。
そ
の
な
か
で
本
解
題
に
と
っ
て
重
要
な
指
摘
は
、
明
治
・
大
正
期
の
書
簡
が
特
に
乏
し
く
、
昭
和
戦
前
期
の
も
の
も
決
し
て
豊
富
で
は
な
い
点
、
収
集
範
囲
が
ほ
ぼ
教
え
子
と
近
親
者
に
限
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
編
集
関
係
の
宛
名
を
探
し
て
み
る
と
、
岩
波
書
店
出
版
部
、
吉
野
源
三
郎
、
布
川
角
佐
衛
門
な
ど
、
点
数
は
乏
し
い
。
　
全
集
刊
行
後
に
活
字
化
さ
れ
た
津
田
書
簡
と
し
て
は
、
先
述
の
『
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
史
料
と
証
言
』
別
冊
・
資
料
篇
掲
載
の
藤
川
宛
書
簡
計
一
二
通
の
他
、
第
三
次
『
和
辻
哲
郎
全
集
』
別
巻
１
・
２
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
月
報
掲
載
の
和
辻
宛
書
簡
計
八
通
、
飯
田
泰
三
監
修
・
岩
波
書
店
編
集
部
編
『
岩
波
茂
雄
へ
の
手
紙
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
掲
載
の
岩
波
宛
書
簡
計
二
通
が
知
ら
れ
て
い
る
。
　
早
稲
田
大
学
関
係
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
大
学
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
資
料
紹
介
・
翻
刻
が
進
め
ら
れ
た
。
先
述
の
『
史
料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』 
津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』
で
は
、
藤
原
秀
之
が
大
学
図
書
館
所
蔵
の
駒
井
和
愛
旧
蔵
資
料
に
含
ま
れ
る
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駒
井
宛
書
簡
一
一
九
通
の
一
部
を
紹
介
・
翻
刻
し６
、『
津
田
左
右
吉
と
ア
ジ
ア
の
人
文
学
』
二
（
二
〇
一
六
年
）
で
は
、
真
辺
将
之
が
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
西
村
朝
日
太
郎
資
料
に
含
ま
れ
る
西
村
宛
書
簡
四
通
、
田
村
八
束
穂
氏
寄
贈
資
料
（
田
村
専
之
助
旧
蔵
資
料
）
中
の
田
村
専
之
助
宛
書
簡
二
九
通
を
紹
介
・
翻
刻
し
た７
。
ま
た
、
先
述
の
「
近
代
日
本
の
人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
│
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
学
の
危
機
と
再
生
│
」
第
三
研
究
グ
ル
ー
プ
「
早
稲
田
大
学
と
東
ア
ジ
ア
│
人
文
学
の
再
生
に
向
か
っ
て
│
」
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
た
尾
崎
名
津
子
論
文
に
お
い
て
、
岩
波
書
店
所
蔵
の
安
倍
能
成
宛
書
簡
一
通
の
一
部
が
紹
介
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る８
。
　
と
は
い
え
、
第
二
次
全
集
刊
行
以
後
に
紹
介
、
活
字
化
さ
れ
た
書
簡
の
量
は
豊
富
と
は
い
え
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
、
今
回
翻
刻
・
再
刻
す
る
藤
川
宛
書
簡
は
、
補
巻
所
収
分
に
お
い
て
相
対
的
に
乏
し
い
昭
和
戦
前
期
書
簡
、
そ
し
て
、
同
じ
く
乏
し
い
編
集
者
宛
書
簡
を
新
た
に
追
加
す
る
意
味
を
も
つ
。
本
書
簡
群
か
ら
み
た
出
版
法
違
反
事
件
　
本
書
簡
群
の
う
ち
、
も
っ
と
も
史
料
的
価
値
が
高
い
の
が
出
版
法
違
反
事
件
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
簡
単
に
事
件
の
経
過
を
概
観
し
て
お
く
。
一
九
三
九
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
津
田
は
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
に
新
設
さ
れ
た
東
洋
政
治
思
想
史
講
座
に
出
講
し
た
が
、
一
二
月
の
終
講
に
際
し
て
津
田
に
反
感
を
抱
く
一
団
が
非
難
を
浴
び
せ
、
同
月
中
に
津
田
を
弾
劾
す
る
帝
大
粛
正
期
成
同
盟
の
声
明
書
、『
原
理
日
本
』
臨
時
増
刊
号
が
出
さ
れ
る
に
至
り
、
期
成
同
盟
は
内
相
・
警
保
局
長
に
津
田
著
書
の
発
禁
処
分
を
要
請
し
た
。
　
こ
う
し
た
情
勢
を
受
け
、
翌
一
九
四
〇
年
一
月
に
津
田
は
早
稲
田
大
学
を
辞
職
し
た
が
、
同
月
中
に
内
務
省
に
よ
る
岩
波
茂
雄
へ
の
尋
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問
が
行
わ
れ
、
翌
月
に
は
津
田
が
東
京
刑
事
地
方
裁
判
所
検
事
局
で
計
七
回
の
聴
取
を
受
け
、『
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
』『
神
代
史
の
研
究
』
が
発
禁
、『
日
本
上
代
史
研
究
』『
上
代
日
本
の
社
会
及
び
思
想
』
が
一
部
削
除
処
分
を
受
け
た
。
そ
し
て
、
三
月
に
津
田
・
岩
波
が
出
版
法
第
二
六
条
（
皇
室
の
尊
厳
冒
涜
）
で
起
訴
さ
れ
た
。
　
津
田
は
六
月
か
ら
翌
一
九
四
一
年
二
月
ま
で
計
二
九
回
の
予
審
訊
問
を
受
け
、
そ
の
後
、
同
年
一
一
月
か
ら
翌
一
九
四
二
年
一
月
ま
で
計
二
一
回
に
わ
た
っ
て
公
判
が
行
わ
れ
た
。
結
局
、
起
訴
事
実
の
一
部
が
有
罪
と
な
り
、
一
九
四
二
年
五
月
に
は
津
田
に
禁
錮
三
ヶ
月
、
岩
波
に
禁
錮
二
ヶ
月
（
と
も
に
執
行
猶
予
二
年
）
の
第
一
審
判
決
が
下
っ
た
。
検
事
側
は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
た
め
津
田
・
岩
波
側
も
控
訴
し
た
が
、
そ
の
後
の
裁
判
所
の
手
続
き
が
な
さ
れ
ず
、
一
九
四
四
年
一
一
月
、
東
京
控
訴
院
に
お
い
て
「
時
効
完
成
に
よ
り
免
訴
」
の
宣
告
を
受
け
、
事
件
は
終
結
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。
　
同
事
件
に
つ
い
て
は
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
）
が
第
七
編
第
十
二
章
に
「
津
田
左
右
吉
出
版
法
違
反
事
件
」
の
一
節
を
立
て
、
大
学
所
蔵
の
関
係
資
料
を
活
用
し
て
そ
の
経
過
を
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
活
字
化
さ
れ
た
同
事
件
の
基
本
資
料
に
つ
い
て
は
今
井
修
が
言
及
し
て
い
る
が９
、
本
書
簡
群
は
そ
う
し
た
諸
資
料
を
補
い
裏
付
け
る
の
み
な
ら
ず
、
津
田
の
事
件
へ
の
対
応
・
感
情
を
よ
り
深
く
う
か
が
い
知
る
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
補
巻
所
収
書
簡
と
付
き
合
せ
て
読
解
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
本
書
簡
群
に
お
け
る
事
件
関
係
記
述
は
、
検
事
局
の
聴
取
開
始
の
二
日
目
に
書
か
れ
た
【
７
０
９
】（
一
九
四
〇
年
二
月
六
日
）
か
ら
始
ま
り
、
以
降
は
予
審
・
公
判
に
備
え
た
協
議
や
書
類
作
成
に
関
す
る
や
り
取
り
が
続
い
て
い
く
。
先
述
の
通
り
、【
７
４
６
・
７
６
９
】（
一
九
四
一
年
八
月
四
日
）
に
よ
れ
ば
藤
川
は
公
判
開
始
前
に
岩
波
書
店
を
退
店
し
て
お
り
、そ
の
後
は
津
田
の
公
判
経
過
報
告
と
な
っ
て
い
る
。
　
津
田
は
戦
後
、
事
件
に
つ
い
て
聴
き
取
り
を
行
っ
た
大
久
保
利
謙
に
対
し
て
、
世
間
で
事
件
を
「
官
権
の
学
問
弾
圧
」
と
捉
え
る
が
、
自
分
は
あ
く
ま
で
「
官
権
の
発
意
」
で
は
な
く
、「
官
権
が
右
翼
者
流
の
言
論
に
引
づ
ら
れ
た
」
も
の
と
捉
え
て
お
り
、「
予
審
判
事
、
裁
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判
長
な
ど
の
司
直
の
人
々
も
自
分
に
は
充
分
に
理
解
の
あ
る
態
度
を
示
し
て
呉
れ
た
」
と
述
べ
たＡ
。
こ
う
し
た
事
件
観
は
戦
後
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
補
巻
所
収
書
簡
や
本
書
簡
群
の
段
階
で
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
本
書
簡
群
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
書
類
作
成
に
関
す
る
や
り
取
り
で
あ
る
。
津
田
は
裁
判
に
際
し
て
、
自
己
の
学
問
的
立
場
を
弁
明
し
た
①
『
上
申
書
』、
②
『
神
代
史
及
ビ
上
代
史
研
究
史
資
料
』、
③
『
神
代
史
及
ビ
上
代
史
研
究
史
資
料
補
遺
』、
④
『
神
代
史
及
ビ
上
代
史
研
究
史
資
料
補
遺　
神
代
史
及
ビ
上
代
史
ニ
関
ス
ル
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ノ
説
』、
⑤
『
神
代
史
及
ビ
上
代
史
研
究
史
資
料
続
補
遺
』、
⑥
『「
古
事
記
」
及
ビ
「
日
本
書
紀
」
ヨ
リ
ノ
抜
萃
』、
⑦
『「
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
」「
神
代
史
の
研
究
」「
日
本
上
代
史
研
究
」「
上
代
日
本
の
社
会
及
び
思
想
」
ヨ
リ
ノ
抜
萃
』、
⑧
『「
神
代
史
の
新
し
い
研
究
」「
神
代
史
の
研
究
」「
古
事
記
及
（
マ
マ
）日
本
書
紀
の
新
研
究
」「
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
」「
日
本
上
代
史
研
究
」「
上
代
日
本
の
社
会
及
び
思
想
」
ニ
対
ス
ル
世
評
』、
⑨
『
本
人
の
学
術
的
研
究
に
よ
り
て
到
達
し
た
る
皇
室
の
尊
厳
及
び
国
体
に
関
す
る
見
解
│
既
刊
書
よ
り
の
抜
萃
』、
⑩
『
文
学
博
士
津
田
左
右
吉
氏
著
作
目
録
』、
そ
し
て
控
訴
審
に
向
け
て
再
度
ま
と
め
た
⑪
『
上
申
書
』
を
作
成
し
たＢ
。
　
こ
の
う
ち
、
②
〜
⑤
の
「
研
究
史
資
料
」
と
題
さ
れ
た
一
群
は
、
起
訴
事
項
に
関
係
す
る
古
来
の
諸
学
説
の
集
成
と
そ
れ
に
対
す
る
短
評
で
、
作
成
意
図
は
最
も
長
文
の
【
７
５
１
・
９
７
１
】（
一
九
四
〇
年
九
月
一
〇
日
）
で
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
官
に
は
「
学
説
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
た
め
、「
僕
と
同
じ
こ
と
を
他
の
学
者
が
い
つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
」、
そ
し
て
「
現
代
の
学
界
の
状
態
」
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、【
７
６
７
】（〔
一
九
四
〇
年
八
月
〕
六
日
）
や
【
７
２
１
・
７
６
２
】（
一
九
四
〇
年
一
二
月
二
三
日
）
で
津
田
が
調
べ
さ
せ
て
い
る
黒
板
勝
美
『
国
史
の
研
究
』
や
、『
島
根
県
史
』、「
チ
ェ
ム
バ
レ
ン
や
ア
ス
ト
ン
や
フ
ロ
レ
ン
ツ
の
説
」
な
ど
、
諸
家
の
説
が
集
成
、
批
評
さ
れ
たＣ
。【
７
１
２
】（
一
九
四
〇
年
四
月
一
五
日
）
や
【
７
２
２
・
７
６
３
】（
一
九
四
〇
年
一
二
月
一
七
日
）
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
神
代
史
の
研
究
』
に
対
す
る
図
書
館
協
会
の
推
奨
や
『
史
学
雑
誌
』
そ
の
他
に
お
け
る
紹
介
は
、
⑧
に
記
載
さ
れ
て
い
るＤ
。
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ま
た
、【
７
５
３
・
７
６
８
】（
一
九
四
〇
年
四
月
二
一
日
）
の
『
支
那
思
想
と
日
本
』
に
関
す
る
誤
報
へ
の
訂
正
依
頼
やＥ
、【
７
５
０
・
７
７
０
】（
一
九
四
二
年
五
月
二
八
日
）
の
第
一
審
判
決
に
対
す
る
新
聞
報
道
へ
の
訂
正
は
、
事
件
の
内
容
や
経
過
が
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
願
う
津
田
の
態
度
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
よ
う
。
　
こ
う
し
た
事
件
へ
の
対
応
は
岩
波
書
店
の
協
力
な
く
し
て
は
困
難
で
あ
り
、
本
書
簡
群
か
ら
は
津
田
の
事
件
へ
の
対
応
・
感
情
が
読
み
取
れ
る
と
同
時
に
、
岩
波
書
店
お
よ
び
そ
の
編
集
者
と
の
具
体
的
な
協
働
作
業
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
え
る
と
い
う
意
味
で
、
史
料
的
価
値
が
あ
る
と
評
し
得
よ
う
。
　
他
方
、
津
田
は
弁
護
人
の
態
度
に
は
不
満
足
で
あ
っ
た
。
栗
田
宛
書
簡
に
は
、
学
問
的
態
度
で
公
判
に
臨
も
う
と
す
る
津
田
に
対
す
る
弁
護
人
の
無
理
解
へ
の
不
満
が
散
見
さ
れ
、
栗
田
も
後
年
そ
の
旨
を
述
べ
て
い
る
がＦ
、【
７
５
１
・
９
７
１
】（
一
九
四
〇
年
九
月
一
〇
日
）
そ
の
他
か
ら
も
、
そ
う
し
た
感
情
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
　
な
お
、【
７
６
７
】（〔
一
九
四
〇
年
八
月
〕
六
日
）
は
、
事
件
の
渦
中
に
あ
っ
て
母
親
を
思
う
津
田
の
心
情
を
伝
え
る
。
津
田
は
母
親
に
事
件
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
新
聞
を
毎
日
読
む
母
親
は
事
件
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、「
世
間
に
は
昔
か
ら
探い
ぬ偵
と
い
う
の
が
い
る
か
ら
ね
」
と
言
わ
れ
た
だ
け
で
、
別
に
気
に
す
る
風
は
な
か
っ
た
と
先
生
の
夫
人
か
ら
伺
い
ま
し
た
」
と
栗
田
は
伝
え
て
い
るＧ
。
本
書
簡
群
か
ら
み
た
津
田
の
生
活
風
景
　
本
書
簡
群
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
し
て
、
研
究
を
中
心
と
し
た
津
田
の
生
活
風
景
も
合
わ
せ
て
見
逃
せ
な
い
。
　
編
集
者
宛
ら
し
く
、
事
件
前
は
原
稿
や
校
正
、
著
書
再
販
や
雑
誌
発
行
に
関
す
る
書
簡
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
原
稿
提
出
の
延
期
や
、
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執
筆
の
遅
延
を
伝
え
る
【
６
９
８
】（
一
九
三
五
年
八
月
九
日
）、【
７
０
４
】（
一
九
三
九
年
二
月
二
日
）
な
ど
を
見
る
と
、
多
忙
で
閉
口
す
る
津
田
の
姿
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
一
九
三
九
年
八
月
二
二
日
に
は
栗
田
直
躬
に
自
著
の
索
引
改
訂
の
校
正
を
依
頼
し
て
い
る
がＨ
、
そ
の
前
日
に
書
か
れ
た
【
７
０
５
】（
一
九
三
九
年
八
月
一
六
日
）
は
論
文
執
筆
中
の
教
え
子
の
仕
事
を
増
や
す
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
当
時
の
津
田
の
研
究
生
活
に
は
教
え
子
た
ち
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
同
時
に
、
津
田
に
献
身
し
た
栗
田
の
姿
が
一
層
強
く
う
か
び
あ
が
っ
て
も
こ
よ
う
。
な
お
、
本
解
題
末
尾
に
掲
げ
た
【
７
０
６
】（
一
九
三
九
年
九
月
九
日
）
同
封
の
正
誤
表
は
、
一
九
三
九
年
一
一
月
刊
行
の
『
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
』
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
　
【
７
０
１
】（
一
九
三
八
年
三
月
九
日
）
で
話
題
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
三
八
年
年
頭
の
『
帝
国
大
学
新
聞
』「
回
顧
と
展
望　
社
会
科
学
」
欄
で
「
歴
史
学
」
を
担
当
し
た
羽
仁
五
郎
に
よ
る
記
事
「
史
学
任
務
の
自
覚
」
と
み
ら
れ
るＩ
。
同
記
事
は
、
時
勢
に
追
従
す
る
学
問
を
批
判
し
つ
つ
、「
歴
史
学
の
本
分
を
か
た
く
ま
も
り
、
こ
の
重
大
な
時
期
に
最
大
の
歴
史
学
的
貢
献
を
な
し
た
も
の
と
し
て
、
本
年
度
を
通
じ
第
一
に
指
を
屈
せ
ら
る
べ
き
」
も
の
と
し
て
津
田
の
業
績
を
挙
げ
、「
時
代
乃
至
現
代
に
最
も
敏
感
に
し
て
し
か
も
時
勢
に
お
さ
れ
ず
自
ら
最
善
最
良
の
進
路
を
自
己
の
確
信
と
自
己
の
実
力
と
に
よ
つ
て
ひ
ら
か
ね
ば
や
ま
ぬ
民
衆
の
一
人
と
し
て
こ
の
民
衆
を
代
表
し
て
居
る
」
と
津
田
を
絶
賛
す
る
も
の
で
あ
っ
たＪ
。
　
さ
て
、
出
版
法
違
反
事
件
の
発
生
に
よ
っ
て
津
田
の
生
活
は
大
き
く
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
研
究
が
停
止
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
件
の
渦
中
に
あ
っ
て
も
、
津
田
は
教
え
子
ら
と
組
織
す
る
東
洋
史
会
に
出
席
し
、
報
告
も
行
っ
たＫ
。
戦
時
下
に
行
わ
れ
た
儒
教
研
究
は
、『
論
語
と
孔
子
の
思
想
』
に
結
実
し
て
い
る
。
　
本
書
簡
群
も
、
事
件
下
で
教
え
子
と
と
も
に
研
究
を
続
け
る
津
田
の
姿
を
伝
え
る
。【
７
３
０
】（
一
九
四
一
年
五
月
二
八
日
）、【
７
４
４
】
（〔
一
九
四
一
年
月
不
明
〕
五
日
）、【
７
４
２
】（〔
年
月
不
明
〕
八
日
）
は
、
岩
波
書
店
の
『
哲
学
辞
典
』（
戦
争
の
激
化
で
刊
行
中
止
）
の
項
目
執
筆
に
い
そ
し
む
津
田
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
全
集
補
巻
一
所
収
の
栗
田
宛
書
簡Ｌ
お
よ
び
【
７
２
８
】（
一
九
四
一
年
四
月
五
日
）、【
７
４
４
】
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が
伝
え
る
、
栗
田
、
相
良
克
明
の
両
名
に
対
す
る
風
樹
会Ｍ
の
研
究
費
補
助
に
配
慮
す
る
津
田
の
姿
も
見
逃
せ
な
い
。
　
な
お
、【
７
４
４
】
に
よ
れ
ば
、
津
田
は
風
樹
会
の
研
究
費
を
も
と
に
、
栗
田
・
相
良
と
一
緒
に
「
二
三
年
が
ゝ
り
」
で
行
う
「
少
し
大
き
い
共
同
の
研
究
題
目
」
を
構
想
し
て
い
た
ら
し
い
。
執
筆
時
期
は
、
お
そ
ら
く
三
月
末
に
予
審
終
結
決
定
が
提
出
さ
れ
、
事
件
が
公
判
に
付
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
述
べ
ら
れ
た
こ
の
計
画
は
、
厳
し
い
時
局
で
あ
る
か
ら
こ
そ
地
に
足
の
つ
い
た
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
、
津
田
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
藤
川
覚
宛
津
田
左
右
吉
書
簡
の
翻
刻
に
際
し
、
そ
の
内
容
お
よ
び
若
干
の
関
連
事
項
に
言
及
し
た
。
　
第
二
次
全
集
刊
行
以
後
、
津
田
関
係
資
料
の
整
備
や
公
開
、
情
報
共
有
が
進
ん
だ
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
がＮ
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
研
究
の
基
盤
形
成
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
の
よ
う
な
書
簡
の
翻
刻
な
ど
の
基
礎
的
作
業
は
、
各
方
面
で
一
層
進
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
簡
群
の
翻
刻
が
、
今
後
の
津
田
研
究
の
発
展
に
い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
註（1
） 
本
村
四
郎
「
藤
川
覚
」（『
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
４
〈
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
七
年
〉）
一
一
九
〜
一
二
〇
頁
。
同
書
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
三
橋
広
延
氏
の
御
教
示
を
得
た
。
（
2
） 
『
岩
波
書
店
八
十
年
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）
一
一
三
、
二
四
三
頁
。
本
解
題
執
筆
に
あ
た
り
、
株
式
会
社
岩
波
書
店
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
藤
川
の
在
籍
に
関
す
る
資
料
は
確
認
で
き
な
い
と
の
御
回
答
を
得
た
。
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（
3
） http://w
w
w
.w
aseda.jp/bun-totetsu/totetsu_tsuda.htm
l
（
4
） 
今
井
修
「
津
田
左
右
吉
伝
記
資
料
」・「
津
田
文
庫
」
に
つ
い
て
」
（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
八
所
収
月
報
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
〉）。
（
5
） 
今
井
修
「『
津
田
左
右
吉
全
集
』（
第
２
次
）
の
完
結
に
よ
せ
て
・
津
田
左
右
吉
の
基
礎
的
研
究
の
必
要
性
・
」（『
史
学
史
の
窓
』
八
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「
津
田
左
右
吉
と
そ
の
時
代
」（『
津
田
左
右
吉 
そ
の
人
と
時
代　
展
示
図
録
』〈
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
〇
四
年
〉）。
（
6
） 
藤
原
秀
之
「
書
簡
に
み
る
津
田
左
右
吉
の
意
識
、
心
情
」（
新
川
登
亀
男
・
早
川
万
年
編
『
史
料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』　
津
田
左
右
吉
を
読
み
な
お
す
』〈
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
〉）。
（
7
） 
真
辺
将
之
「
津
田
左
右
吉
と
東
京
専
門
学
校
・
早
稲
田
大
学
│
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
資
料
を
中
心
に
│
」（
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
「
近
代
日
本
の
人
文
学
と
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
」
第
三
研
究
グ
ル
ー
プ
「
早
稲
田
大
学
と
東
ア
ジ
ア
」
編
『
津
田
左
右
吉
と
ア
ジ
ア
の
人
文
学
』
二
、
二
〇
一
六
年
）。
同
論
文
で
は
、
西
村
宛
・
田
村
宛
津
田
書
簡
の
翻
刻
の
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
他
の
津
田
書
簡
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
（
8
） 
新
川
登
亀
男
編
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
人
文
学
の
再
建
と
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
│
津
田
左
右
吉
を
め
ぐ
っ
て
│
』
会
議
録
」
（『W
aseda RILA
S Journal
』
五
、
二
〇
一
七
年
）
三
六
七
〜
三
六
八
頁
、
尾
崎
名
津
子
「
津
田
事
件
の
文
脈
│
内
務
省
検
閲
と
岩
波
書
店
│
」（『
弘
前
大
学
人
文
社
会
科
学
論
叢
』
六
、
二
〇
一
九
年
）
三
三
〜
三
四
頁
。
（
9
） 
今
井
修
「
津
田
事
件
に
関
す
る
基
本
資
料
」（『
没
後
50
年
津
田
左
右
吉
展
』
展
示
図
録
』〈
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
一
年
〉）
二
七
頁
。
（
10
） 
大
久
保
利
謙
「
ゆ
が
め
ら
れ
た
歴
史
」
の
第
三
節
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
古
代
史
研
究
弾
圧
│
津
田
左
右
吉
の
起
訴
│
」（
向
坂
逸
郎
編
『
嵐
の
な
か
の
百
年
』
勁
草
書
房
、
一
九
五
二
年
。
後
、
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集
７
『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
〉
所
収
）
七
五
〜
七
六
頁
。
津
田
は
、
事
件
に
つ
い
て
世
間
に
実
相
を
伝
え
る
た
め
、
自
身
で
記
録
を
執
筆
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
未
定
稿
に
終
わ
っ
た
（
前
掲
註（
９
）二
六
頁
）。
（
11
） 
津
田
左
右
吉
全
集
編
集
室
「
編
集
後
記
」（『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
四
〈
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
〉）
六
一
九
〜
六
二
〇
頁
。
栗
田
直
躬
「
思
い
出
㈢
│
起
訴
事
件
の
前
後
、
続
│
」（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
一
〇
所
収
月
報
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
〉）
五
〜
七
頁
、
今
井
修
「
津
田
左
右
吉
年
譜
」（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
補
巻
二
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
〉）
三
六
二
〜
三
六
三
頁
。
（
12
） 
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
所
蔵
本
で
確
認
す
る
と
、
②
は
、
神
代
史
・
上
代
史
に
関
す
る
学
説
の
一
つ
と
し
て
黒
板
『
更
訂
国
史
の
研
究
』
総
説
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）
お
よ
び
各
説
上
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
を
、『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』（
二
松
堂
書
房
、
一
九
一
三
年
）
の
引
用
例
と
し
て
島
根
県
内
務
部
島
根
県
史
編
纂
掛
『
島
根
県
史
』
一
・
二
（
島
根
県
、
一
九
二
二
年
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
箇
所
挙
示
し
て
い
る
。
④
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ア
202
ス
ト
ン
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ
、
マ
ー
ド
ッ
ク
、
フ
レ
イ
ザ
ー
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
家
永
三
郎
『
津
田
左
右
吉
の
思
想
史
的
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
三
〇
六
〜
三
〇
七
頁
で
は
、
黒
板
『
更
訂
国
史
の
研
究
』
各
説
上
の
津
田
説
理
解
に
対
し
て
②
で
示
さ
れ
た
短
評
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
　
こ
の
一
群
は
分
冊
状
態
を
「
組
み
か
へ
補
訂
し
て
一
括
し
」
た
も
の
が
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
）
に
再
録
さ
れ
、
⑪
と
と
も
に
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
二
四
に
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
明
治
の
前
半
期
以
後
昭
和
期
に
至
る
学
者
の
と
、
ヨ
ウ
ロ
ッ
パ
人
の
と
を
削
除
し
」
た
も
の
で
あ
り
（
同
巻
「
編
集
後
記
」
六
二
〇
頁
）、
右
の
諸
説
は
登
場
し
な
い
。
（
13
） 
⑧
は
、『
図
書
館
雑
誌
』
六
三
（
一
九
二
四
年
）
一
三
頁
掲
載
の
「
日
本
図
書
館
協
会
推
奨
図
書
目
録
（
震
災
後
新
刊
）」
を
冒
頭
で
挙
示
す
る
ほ
か
、
諸
雑
誌
・
諸
家
の
著
作
に
お
け
る
津
田
著
の
紹
介
記
事
を
列
挙
し
て
い
る
。
（
14
） 
一
九
四
〇
年
四
月
刊
行
『
科
学
ペ
ン
』
五-
四
掲
載
の
村
上
哲
執
筆
「
文
化
月
報
」
欄
は
、「『
支
那
思
想
と
日
本
』
絶
版
と
な
る
」
と
報
じ
て
い
る
（
津
田
が
四
三
頁
と
記
し
て
い
る
の
は
五
三
頁
の
誤
り
）。
（
15
） 
栗
田
「
津
田
先
生
と
公
判
」（『
現
代
史
資
料
42　
思
想
統
制
』
所
収
月
報
〈
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
〉）
五
頁
、
前
掲
栗
田
註
（
11
）「
思
い
出
㈢
│
起
訴
事
件
の
前
後
、
続
│
」
五
〜
六
頁
、
同
「
思
い
出
㈣
│
起
訴
事
件
の
前
後
、
続
│
」（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
一
二
所
収
月
報
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
〉）
八
、
一
一
頁
。
（
16
） 
栗
田
「
思
い
出
㈡
│
起
訴
事
件
の
前
後
│
」（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
九
所
収
月
報
〈
岩
波
書
店
、
一
八
九
七
年
〉）
七
頁
。
（
17
） 
一
九
三
九
年
八
月
二
二
日
付
栗
田
宛
書
簡
（
第
二
次
『
津
田
左
右
吉
全
集
』
補
巻
一
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
〉
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
）。
（
18
） 
羽
仁
五
郎
「
歴
史
学　
史
学
任
務
の
自
覚
」（『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
三
八
年
一
月
一
日
付
四
面
）。
（
19
） 
な
お
、
津
田
は
後
の
裁
判
資
料
作
成
に
あ
た
っ
て
、「
帝
大
新
聞
は
或
は
や
め
た
方
が
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
、
羽
仁
君
が
僕
を
「
民
衆
の
歴
史
家
」
と
か
い
つ
て
ゐ
た
や
う
で
す
が
「
民
衆
」
は
此
の
際
、
御
時
勢
む
き
で
な
い
か
ら
で
す
」
と
述
べ
（
一
九
四
〇
年
八
月
八
日
付
栗
田
宛
書
簡
〈
前
掲
註（
17
）一
二
六
〜
一
二
七
頁
〉）、
⑧
に
羽
仁
の
津
田
評
価
を
掲
載
し
な
か
っ
た
。
（
20
） 
今
井
修
「
津
田
左
右
吉
と
「
東
洋
史
会
」
（『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
二
五
、
一
九
九
三
年
）
一
一
二
〜
一
一
三
頁
。
（
21
） 
一
九
四
一
年
一
月
一
六
日
付
・
同
年
三
月
二
五
日
付
栗
田
宛
書
簡
（
前
掲
註（
17
）一
五
〇
、
一
五
二
頁
）。
（
22
） 
風
樹
会
は
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
に
岩
波
茂
雄
が
設
立
し
た
、
研
究
者
に
対
す
る
助
成
団
体
（
安
倍
能
成
『
岩
波
茂
雄
伝
』〈
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
〉
三
九
五
〜
四
〇
〇
頁
）。
（
23
） 
前
掲
真
辺
註（
７
）七
三
頁
。
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【
７
０
６
】（
一
九
三
九
年
九
月
九
日
）
同
封
の
正
誤
表
204
205
206
〇
凡
例
一
、
書
簡
は
時
系
列
で
配
列
し
た
。
年
ま
た
は
月
が
不
明
の
も
の
は
、
各
年
・
月
の
末
尾
に
配
列
し
、
年
月
と
も
に
不
明
の
も
の
は
、
最
後
尾
に
日
付
順
に
配
列
し
た
。
一
、
各
書
簡
冒
頭
の
番
号
は
、「『
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
史
料
と
証
言
』
関
係
資
料
」
の
資
料
番
号
で
あ
る
。
別
々
の
資
料
番
号
が
付
さ
れ
た
封
筒
と
本
文
で
、
一
体
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
両
者
を
結
合
し
、
重
ね
て
番
号
を
付
し
た
。
一
、「
新
資
料
・
津
田
左
右
吉
書
簡
『
裁
判
の
日
々
』」（『
早
稲
田
・
一
九
五
〇
年
・
史
料
と
証
言
』
別
冊
・
資
料
篇
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
日
付
の
下
に
※
を
付
し
た
。
一
、
改
行
は
宛
先
・
差
出
人
の
み
修
正
し
た
。
一
、
字
体
は
現
在
通
用
の
も
の
に
修
正
し
た
。
一
、
仮
名
遣
い
は
原
則
と
し
て
平
仮
名
に
統
一
し
、
濁
点
・
句
読
点
は
適
宜
修
正
し
た
。
一
、
封
筒
の
み
の
も
の
は
翻
刻
を
省
略
し
た
。
資
料
番
号
と
年
代
の
み
左
に
記
す
。
　
　
　
【
７
４
１
】　
昭
和
15
年
３
月
21
日
　
　
　
【
７
２
７
】　
昭
和
16
年
３
月
26
日
翻
刻
渡　
邉　
　
　
剛
廣　
木　
　
　
尚
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【
７
５
２
】　
〔
年
不
明
〕
10
月
７
日
　
　
　
【
７
３
８
】　
〔
年
月
日
不
明
〕
【
６
９
８
】　
昭
和
10
年
８
月
19
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
通
町　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
群
馬
県
吾
妻
郡
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
八
月
十
九
日
〔
本
文
〕
お
手
紙
拝
見
し
ま
し
た
。
講
座
の
原
稿
は
十
月
発
行
の
に
間
に
合
ふ
や
う
に
「
東
洋
文
化
の
特
質
」
を
書
く
つ
も
り
で
ゐ
ま
し
た
。
ま
だ
少
し
も
手
を
つ
け
て
ゐ
な
い
の
で
す
か
ら
、
九
月
の
に
は
無
理
か
と
思
ひ
ま
す
。
か
ら
だ
の
工
合
は
東
京
に
ゐ
た
時
よ
り
は
よ
ほ
ど
よ
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
あ
ま
り
つ
め
て
仕
事
を
す
る
と
、
つ
か
れ
が
早
く
来
る
の
で
、
ボ
ツ
〳
〵
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
208
そ
れ
に
、
早
稲
田
の
哲
学
年
誌
と
い
ふ
も
の
に
書
く
こ
と
を
頼
ま
れ
、
休
み
中
に
何
と
か
し
よ
う
と
い
ふ
返
事
を
し
て
置
い
た
の
で
す
が
、
此
の
方
も
ま
だ
着
手
し
て
ゐ
な
い
や
う
な
次
第
で
す
。
こ
れ
は
三
年
も
前
か
ら
毎
年
頼
ま
れ
て
ゐ
た
の
を
、
今
ま
で
こ
と
わ
つ
て
来
た
の
で
す
が
、
今
年
は
と
う
〳
〵
承
知
し
た
の
で
す
。
そ
ん
な
状
態
で
す
か
ら
、
僕
と
し
て
は
十
月
の
に
し
て
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。
も
つ
と
も
書
く
こ
と
は
大
体
腹
案
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ボ
ツ
〳
〵
書
い
て
み
て
も
よ
い
の
で
す
が
、
是
非
と
も
九
月
の
に
ま
に
合
は
せ
る
お
約
束
を
す
る
と
、
期
限
の
あ
る
こ
と
で
す
か
ら
、
無
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
な
こ
と
が
起
ら
ぬ
と
も
限
ら
ず
、
多
少
さ
う
な
り
さ
う
で
す
か
ら
、
む
り
を
せ
ぬ
程
度
で
書
い
て
い
つ
て
、
も
し
期
限
ま
で
に
で
き
た
ら
御
送
り
す
る
し
、
で
き
な
か
つ
た
ら
次
の
に
延
ば
す
、
と
い
ふ
こ
と
に
し
て
下
さ
れ
ば
、
と
に
か
く
書
き
か
け
て
み
ま
せ
う
。
し
か
し
〔
後
欠
〕
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【
７
０
０
】　
昭
和
12
年
９
月
24
日
〔
葉
書
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
通
町　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
麹
町
五
ノ
七
ノ
二
、
津
田
左
右
吉
〔
葉
書
裏
〕
昨
日
は
天
野
君
の
「
道
理
の
感
覚
」
御
贈
与
下
さ
れ
、
有
り
難
う
存
じ
ま
す
。
昨
夜
、
一
気
に
読
了
し
ま
し
た
。
同
君
に
お
会
ひ
の
時
も
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
を
願
ひ
ま
す
。
二
三
日
前
に
小
林
君
が
御
い
で
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
風
邪
を
ひ
い
て
臥
床
中
で
失
礼
し
ま
し
た
。
昨
日
か
ら
ほ
ゞ
熱
が
下
つ
た
の
で
、
今
日
は
起
き
ま
し
た
。
も
う
大
丈
夫
で
せ
う
。
同
君
に
よ
ろ
し
く
。
　
　
御
礼
か
た
〳
　〵
　
草
　々
廿
四
日
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【
７
０
１
】　
昭
和
13
年
３
月
９
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
一
ツ
橋
通
町　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
東
京
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
九
日
〔
本
文
〕
お
手
紙
拝
見
、
口
絵
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
紙
校
正
刷
の
余
白
に
書
い
て
み
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
よ
ろ
し
く
ば
、
然
る
べ
く
御
取
計
下
さ
い
。
帝
大
新
聞
お
見
せ
下
さ
れ
、
有
り
難
う
存
じ
ま
す
。
あ
ま
り
大
き
く
評
判
せ
ら
れ
て
少
か
ら
ず
恐
縮
、
功
八
級
ぐ
ら
ゐ
に
格
下
げ
を
し
て
欲
し
い
と
存
じ
ま
す
。
草
々
　
　
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
　
　
　
藤
川
様
新
聞
は
御
保
存
用
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
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此
の
次
御
め
に
か
ゝ
る
時
ま
で
御
預
り
致
し
て
置
き
ま
す
。
【
７
０
２
】　
昭
和
13
年
７
月
８
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
通
町　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
八
日
〔
本
文
〕
拝
啓
正
誤
表
、
別
紙
の
や
う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
す
べ
て
御
ま
か
せ
致
し
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
、
元
気
が
よ
け
れ
ば
明
後
十
日
ご
ろ
山
の
方
へ
で
か
け
る
つ
も
り
で
戻
り
ま
す
。
「
東
洋
思
想
研
究
」
の
原
稿
、
今
月
下
旬
に
取
ま
と
め
る
は
ず
に
致
し
て
あ
り
ま
す
。
万
事
、
出
石
福
井
両
君
に
依
頼
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
、
両
君
か
ら
い
ろ
〳
〵
御
相
談
致
す
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
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何
分
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
ま
す
。
頁
数
は
昨
年
よ
り
少
し
少
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
九
月
二
十
日
ご
ろ
に
出
来
上
れ
ば
結
構
と
存
じ
ま
す
が
、
い
か
ゞ
で
せ
う
か
。
な
ほ
費
用
の
点
、
昨
年
と
は
い
く
ら
か
違
ふ
か
と
存
じ
ま
す
が
、
御
序
の
節
、
一
応
は
し
ら
べ
置
を
願
ひ
度
い
と
存
じ
ま
す
。
こ
れ
は
相
馬
氏
の
方
へ
予
め
話
し
て
置
き
た
い
と
考
へ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
草
々
頓
首
　
　
七
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
　
藤
川
様
【
７
０
３
】　
昭
和
13
年
８
月
６
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
、
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
ノ
三
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
群
馬
県
、
吾
妻
郡　
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
八
月
四
日
〔
本
文
〕
お
手
が
み
拝
見
、
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い
ろ
〳
〵
御
手
数
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
御
考
の
如
く
甲
案
（
四
八
〇
頁
、
五
百
部
）
に
従
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
出
石
福
井
両
君
の
方
へ
も
其
の
や
う
に
申
し
て
置
き
ま
し
た
。
何
れ
両
君
か
ら
決
定
的
に
御
依
頼
致
す
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
か
ら
、
其
の
上
で
、
よ
ろ
し
く
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
種
々
御
面
倒
を
お
か
け
す
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
が
、
何
分
万
事
よ
ろ
し
き
や
う
御
願
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
頓
首
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
【
７
０
４
】　
昭
和
14
年
２
月
２
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
二
月
二
日
214
〔
本
文
〕
拝
復
御
病
気
御
快
癒
の
趣
、
お
め
で
た
う
存
じ
ま
す
。
実
は
そ
の
後
の
御
経
過
い
か
に
や
と
御
案
じ
申
上
げ
居
り
な
が
ら
、
御
う
か
ゞ
ひ
も
致
さ
ず
打
過
ぎ
ま
し
た
が
、
お
手
紙
を
拝
見
し
て
安
心
致
し
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
。
な
ほ
御
病
後
の
御
摂
養
を
ひ
た
す
ら
祈
り
上
げ
ま
す
。
御
手
紙
に
あ
り
ま
し
た
「
支
那
上
代
思
想
史
」
は
今
年
に
な
つ
た
ら
早
く
書
き
初
め
る
つ
も
り
で
ゐ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
昨
年
中
に
す
べ
き
こ
と
が
今
年
に
も
ち
こ
さ
れ
た
り
し
た
ゝ
め
、
ま
だ
起
稿
の
運
び
に
ま
ゐ
り
ま
せ
ぬ
。
来
月
に
で
も
な
つ
た
ら
筆
を
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
な
ほ
過
般
、
布
川
君
か
ら
、
東
洋
文
庫
で
出
し
た
「
道
家
の
思
想
」
の
再
版
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
こ
と
も
考
へ
て
ゐ
ま
す
が
、
い
づ
れ
お
目
に
か
ゝ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
ろ
〳
〵
御
相
談
申
上
げ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
再
版
は
文
庫
の
方
で
は
差
支
が
無
い
こ
と
に
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な
つ
て
ゐ
る
さ
う
で
す
。
御
返
事
か
た
〳
〵
右
ま
で
、
　
　
く
れ
〳
〵
も
お
大
事
に
、
草
々
二
月
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
０
５
】　
昭
和
14
年
８
月
16
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
ノ
三　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
群
馬
県
、
吾
妻
郡
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
八
月
十
六
日
〔
本
文
〕
拝
啓
校
正
に
つ
き
毎
々
お
手
数
を
煩
は
し
、
あ
り
が
た
う
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存
じ
ま
す
。
索
引
改
訂
の
用
意
を
そ
ろ
〳
〵
致
さ
ね
ば
な
る
ま
い
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
最
後
の
校
正
刷
を
一
通
つ
ゝ
お
揃
へ
置
き
下
さ
れ
、
便
宜
御
送
り
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
だ
れ
か
に
頼
む
つ
も
り
で
す
が
、
実
は
頼
ま
う
と
す
る
若
い
人
た
ち
が
、
だ
れ
も
み
な
今
年
の
報
告
に
の
せ
る
論
文
を
書
い
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
余
裕
が
な
い
か
と
考
へ
、
ど
う
し
よ
う
か
と
躊
躇
し
て
ゐ
る
や
う
な
次
第
で
す
。
し
か
し
何
と
か
致
さ
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
と
に
か
く
そ
の
用
意
に
前
記
の
こ
と
だ
け
を
御
願
ひ
し
て
お
き
ま
す
。
こ
の
二
三
日
、
こ
ち
ら
は
涼
し
い
と
い
ふ
よ
り
は
寒
い
ほ
ど
で
す
が
、
東
京
は
や
は
り
お
暑
い
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
ま
だ
〳
〵
暑
さ
が
つ
ゞ
き
ま
せ
う
、
御
健
康
を
祈
り
ま
す
。
な
ほ
校
正
を
し
て
下
さ
る
方
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
を
願
ひ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
　
八
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
217
　
　
机
下
【
７
０
６
】　
昭
和
14
年
９
月
９
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
群
馬
県
、
吾
妻
郡
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
九
月
九
日
〔
本
文
〕
お
は
が
き
拝
見
し
ま
し
た
。
僕
は
最
大
限
、
こ
こ
に
居
る
つ
も
り
な
の
で
、
十
六
七
日
に
帰
京
す
る
予
定
に
し
て
居
り
ま
す
。
索
引
の
改
訂
は
、
研
究
室
の
た
れ
か
に
し
て
も
ら
ふ
こ
と
に
打
合
は
せ
を
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
、
便
宜
上
、
左
記
へ
校
正
刷
は
御
送
り
下
さ
い
。
　
　
板
橋
区
、
小
竹
町
、
二
六
七
八
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
田
直
躬
氏
も
つ
と
も
一
応
こ
ち
ら
へ
御
送
り
下
さ
れ
て
も
よ
ろ
し
う
218
ご
ざ
い
ま
す
。
別
段
僕
が
目
を
と
ほ
す
必
要
は
無
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
見
れ
ば
、
改
訂
の
し
か
た
に
つ
い
て
何
か
お
も
ひ
つ
く
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
か
ら
、
十
一
日
か
ら
は
東
京
か
ら
の
郵
便
は
三
日
目
で
な
く
て
は
届
か
ぬ
や
う
に
な
り
ま
す
が
、
も
し
で
き
て
い
る
分
を
十
一
日
に
御
出
し
下
さ
れ
ば
十
三
日
に
は
つ
き
ま
せ
う
。
さ
う
し
ま
す
れ
ば
、
あ
と
は
一
両
日
し
か
あ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
、
帰
京
の
時
に
持
つ
て
帰
り
、
し
ご
と
を
し
て
く
れ
る
人
に
あ
つ
て
話
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
せ
う
。
あ
と
の
分
は
帰
京
後
に
拙
宅
に
御
送
り
を
願
ひ
ま
す
。
遅
く
と
も
十
七
日
に
は
帰
り
ま
す
。
封
入
し
ま
し
た
「
再
版
の
ま
へ
が
き
」
原
稿
、
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
下
さ
い
。
こ
れ
は
最
初
に
、（
原
版
に
あ
る
「
ま
へ
が
き
」
の
前
に
）、
入
れ
た
方
が
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
校
正
の
か
ゝ
り
の
方
の
お
名
前
を
御
面
倒
な
が
ら
御
記
入
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
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机
下
　
　
　
　
　
　
※
正
誤
表
添
付
（
解
題
に
写
真
掲
載
）
【
７
４
５
】　
昭
和
14
年
９
月
13
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店
、
藤
原
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
北
軽
井
沢
に
て　
津
田
左
右
吉
〔
本
文
〕
御
は
が
き
拝
見
、
並
に
、
校
正
刷
落
手
致
し
ま
し
た
。
校
正
係
の
方
に
二
重
の
手
数
を
か
け
た
こ
と
を
感
謝
し
ま
す
。
き
れ
い
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
あ
ち
こ
ち
あ
け
て
見
ま
す
と
、
し
る
し
の
つ
け
て
な
い
と
こ
ろ
に
誤
植
が
少
し
あ
る
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
（
例
へ
ば
42
頁
７
行
71
頁
３
行
、
157
頁
12
行
、
に
文
字
の
横
に
な
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
、
（
70
頁
７
行
、（
一
篇
を
）
116
頁
14
行
（
道
の
思
想
）
に
文
字
の
上
下
顛
倒
、
な
ど
の
や
う
に
、）
多
分
校
正
係
の
方
も
気
が
つ
い
て
ゐ
ら
れ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
が
、
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し
る
し
が
つ
い
て
ゐ
ま
せ
ん
か
ら
、
或
は
見
お
と
し
か
と
も
存
じ
ま
す
。
そ
れ
で
一
応
全
体
を
ざ
つ
と
目
を
と
ほ
し
僕
の
気
の
つ
い
た
箇
所
を
お
し
ら
せ
致
し
ま
せ
う
。
も
し
校
了
前
で
あ
り
ま
し
た
ら
、
然
る
べ
く
、
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
十
六
日
に
帰
京
の
つ
も
り
で
す
、
取
急
ぎ
右
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
敬
具
十
三
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
【
７
０
７
】　
昭
和
14
年
11
月
５
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
本
文
〕
「
道
家
の
思
想
と
そ
の
展
開
」
原
稿
、
並
に
お
使
で
お
届
け
下
さ
い
ま
し
た
五
部
、
た
し
か
に
受
取
り
ま
し
た
。
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東
洋
文
庫
の
方
は
要
求
す
る
部
数
が
ま
だ
決
定
し
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
と
で
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
れ
僕
か
ら
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
「
東
洋
思
想
研
究
」
の
原
稿
の
一
部
を
先
日
御
い
で
の
節
に
御
渡
し
す
る
つ
も
り
で
ゐ
て
、
す
つ
か
り
忘
れ
ま
し
た
。
御
都
合
次
第
で
一
寸
御
使
で
も
下
さ
れ
ゝ
ば
何
時
で
も
差
出
し
ま
す
。
何
分
よ
ろ
し
く
御
願
ひ
致
し
ま
す
。
早
々
　
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
【
７
０
８
】　
昭
和
14
年
11
月
29
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
、
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉
222
〔
本
文
〕
拝
啓
明
後
金
曜
日
の
夕
か
た
か
ら
、
研
究
室
の
も
の
が
集
つ
て
、
手
軽
な
晩
食
を
し
な
が
ら
雑
談
す
る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
ま
す
。
御
差
支
な
く
ば
森
君
と
御
同
道
、
御
い
で
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
場
所
は　
四
谷
見
附
外
の
三
河
屋
、
時
刻
は　
四
時
か
ら
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
　
　
　
　
御
都
合
で
五
時
こ
ろ
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。
報
告
の
出
版
で
御
せ
わ
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
皆
の
も
の
が
お
ち
か
づ
き
に
な
つ
て
置
き
た
い
と
い
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
御
さ
し
く
り
、
御
い
で
を
御
ま
ち
申
し
ま
す
。
森
君
に
は
別
に
手
紙
を
あ
げ
ま
せ
ん
か
ら
、
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
い
。
早
々
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
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【
７
０
９
】　
昭
和
15
年
２
月
６
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
六
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
刻
お
い
で
下
さ
れ
し
よ
し
、
失
礼
し
ま
し
た
。
毎
日
終
日
ひ
つ
ぱ
ら
れ
、
何
と
な
し
に
疲
れ
ま
す
。
今
週
一
ぱ
い
ぐ
ら
ゐ
か
ゝ
る
ら
し
く
、
閉
口
し
て
ゐ
ま
す
。
検
事
は
相
当
に
話
が
わ
か
り
、
普
通
の
場
合
と
は
違
つ
た
態
度
で
取
扱
つ
て
ゐ
る
や
う
に
見
え
、
大
し
て
不
愉
快
な
思
ひ
も
し
ま
せ
ぬ
。
勿
論
、
愉
快
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
が
。
「
思
想
」
の
昭
和
九
年
五
月
号
の
「
日
本
精
神
」
特
輯
号
の
残
り
が
一
部
あ
り
ま
せ
ん
で
せ
う
か
。
あ
つ
た
ら
ゆ
づ
つ
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
僕
の
思
想
を
表
示
し
た
も
の
と
し
て
、
検
事
に
見
せ
よ
う
か
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
見
せ
て
よ
い
か
ど
う
か
、
一
寸
224
考
へ
も
し
ま
す
が
、
よ
か
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
い
か
が
で
せ
う
ね
。
草
々
　
六
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
御
主
人
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
い
。
先
日
お
訪
ね
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
出
か
け
た
あ
と
で
お
目
に
か
ゝ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
【
７
１
０
】　
昭
和
15
年
２
月
19
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉
〔
本
文
〕
拝
啓
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先
日
は
失
礼
。
十
五
日
で
や
つ
と
片
つ
き
ま
し
た
が
、
な
ほ
書
面
で
僕
の
見
解
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
今
そ
れ
を
書
い
て
ゐ
ま
す
。
明
日
は
出
来
上
る
と
思
ひ
ま
す
。
昨
日
き
い
た
こ
と
で
す
が
、
例
の
印
刷
物
を
見
た
も
の
が
あ
つ
て
、
岩
波
も
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
出
し
た
さ
う
だ
、
と
い
ふ
こ
と
を
い
つ
て
ゐ
る
も
の
が
あ
る
さ
う
で
す
が
、
あ
れ
は
今
、
少
し
で
も
世
に
出
さ
な
い
方
が
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
下
さ
い
。
今
の
と
こ
ろ
は
、
で
き
る
だ
け
静
観
す
る
方
が
よ
か
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
貴
族
院
に
予
算
が
ま
は
る
と
、
予
算
委
員
会
で
た
れ
か
ゞ
何
か
一
寸
く
ら
ゐ
質
問
で
も
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
想
像
を
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
未
然
に
抑
へ
る
こ
と
は
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
右
翼
を
刺
激
し
て
彼
等
の
声
を
大
に
さ
せ
る
こ
と
は
よ
く
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
司
法
部
も
世
間
の
声
を
気
に
し
て
ゐ
る
ら
し
い
形
迹
が
あ
る
か
と
思
ひ
ま
す
。
草
々
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
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【
７
１
１
】　
昭
和
15
年
４
月
１
日
〔
葉
書
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉
〔
葉
書
裏
〕
拝
啓
先
日
御
話
の
こ
と
、「
古
事
記
及
日
本
書
紀
の
研
究
」
の
分
だ
け
で
き
ま
し
た
か
ら
、
一
寸
御
使
で
も
お
遣
は
し
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。「
神
代
史
の
研
究
」
も
同
時
に
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
此
の
三
四
日
机
に
向
つ
て
ゐ
る
時
間
が
殆
ど
無
か
つ
た
の
で
、
今
日
は
ま
に
あ
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
三
日
中
に
致
す
つ
も
り
で
す
。
草
々
　
四
月
一
日　
早
朝
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【
７
１
２
】　
昭
和
15
年
４
月
15
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
五
日
〔
本
文
〕
拝
復
両
度
の
お
手
紙
拝
見
、
い
ろ
〳
〵
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
「
神
代
史
の
研
究
」
の
推
奨
は
や
は
り
図
書
館
協
会
で
あ
つ
た
由
、
先
日
早
大
図
書
館
で
調
べ
て
も
ら
ひ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
わ
か
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で
は
つ
き
り
し
て
愉
快
に
存
じ
ま
す
。「
記
紀
の
研
究
」
の
方
は
僕
に
は
全
く
初
耳
で
す
が
、
今
日
栗
田
氏
が
ま
ゐ
り
ま
し
た
か
ら
早
大
で
官
報
を
一
応
し
ら
べ
て
く
れ
る
や
う
に
頼
ん
で
お
き
ま
し
た
。
文
部
時
報
と
い
ふ
も
の
の
あ
る
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
申
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ま
り
お
手
数
を
か
け
る
の
も
恐
縮
228
で
す
か
ら
、
早
大
で
わ
か
る
こ
と
な
ら
栗
田
氏
な
ど
に
し
ら
べ
て
貰
ふ
こ
と
に
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
や
う
で
し
た
ら
、
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
僕
の
こ
と
で
御
奔
走
下
さ
れ
、
お
仕
事
の
邪
魔
を
し
て
は
い
け
な
い
と
お
も
ひ
な
が
ら
や
は
り
御
願
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
ほ
史
学
雑
誌
そ
の
他
の
学
術
雑
誌
に
出
て
ゐ
る
紹
介
を
調
べ
て
く
れ
る
や
う
栗
田
氏
に
頼
ん
で
お
き
ま
し
た
。
御
返
事
か
た
〳
〵
御
礼
ま
で　
敬
具
　
十
五
日
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
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【
７
５
３
・
７
６
８
】　
昭
和
15
年
４
月
21
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
ノ
三
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
廿
一
日
〔
本
文
〕
拝
啓
今
日
送
つ
て
来
ま
し
た
「
科
学
ペ
ン
」
四
月
号
に
「
支
那
思
想
と
日
本
」
を
僕
が
自
発
的
絶
版
に
付
す
る
や
う
に
申
込
ん
だ
の
で
、
岩
波
で
も
増
刷
し
な
い
こ
と
に
し
た
、
と
い
ふ
記
事
が
あ
り
ま
す
（
43
頁
文
化
月
報
）。
い
つ
か
一
寸
う
け
た
ま
は
つ
た
何
と
か
通
信
だ
か
新
聞
だ
か
の
記
事
か
ら
出
た
の
か
と
も
思
は
れ
ま
す
が
、
何
れ
に
せ
よ
、
か
う
い
ふ
こ
と
を
書
か
れ
て
は
困
り
ま
す
か
ら
、
事
実
を
知
ら
せ
て
や
つ
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。（
近
ご
ろ
小
売
の
店
に
此
の
本
が
見
え
な
い
と
い
ふ
話
を
き
ゝ
ま
す
が
、
実
際
で
せ
う
か
。
先
日
起
訴
の
こ
と
を
書
い
た
時
、
ど
の
新
聞
に
も
発
禁
書
の
う
ち
に
こ
れ
が
230
加
へ
て
あ
つ
た
ゝ
め
、
さ
う
思
つ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
や
う
で
す
。）
右
一
寸
お
知
ら
せ
か
た
〳
〵
御
願
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
つ
い
で
の
時
で
よ
ろ
し
い
が
、
五
部
ば
か
り
届
け
て
貰
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
係
り
の
方
に
御
話
を
願
へ
れ
ば
幸
で
す
。
手
許
に
一
冊
も
無
く
な
つ
て
ゐ
ま
す
か
ら
。
【
７
１
３
】　
昭
和
15
年
７
月
11
日
〔
葉
書
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
町　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉
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〔
葉
書
裏
〕
拝
啓
昨
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
い
ろ
〳
〵
あ
り
が
た
う
。
さ
て
有
馬
氏
と
会
見
の
こ
と
、
先
方
の
都
合
が
よ
か
つ
た
ら
、
な
る
べ
く
十
二
日
ま
た
は
十
三
日
の
両
日
の
う
ち
に
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
十
四
日
に
山
に
ゆ
け
る
な
ら
ゆ
き
た
い
と
考
へ
て
ゐ
ま
す
。
誠
に
御
面
倒
で
す
が
、
然
る
べ
く
御
願
し
ま
す
。
敬
具
　
十
一
日
午
後
【
７
６
７
】　〔
昭
和
15
年
８
月
〕
６
日
　
　
※
〔
本
文
〕
拝
啓
御
届
け
下
さ
い
ま
し
た
書
簡
等
、
た
し
か
に
受
領
致
し
ま
し
た
。
御
手
数
恐
縮
に
存
じ
ま
す
。
な
ほ
例
の
ぬ
き
が
き
を
作
る
た
め
に
先
般
御
返
し
致
し
ま
し
た
黒
板
氏
の
「
国
史
の
研
究
」
を
今
一
度
拝
借
致
し
た
く
、
な
ほ
232
「
島
根
県
史
」
も
一
覧
致
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
今
明
日
と
い
ふ
ほ
ど
に
急
ぐ
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
内
、
栗
田
氏
で
も
参
上
、
頂
戴
す
る
こ
と
に
致
し
ま
せ
う
。
な
ほ
変
な
こ
と
を
申
上
げ
ま
す
が
、
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
お
盆
の
う
ち
は
旅
だ
ち
を
し
な
い
や
う
に
と
、
老
母
が
申
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
は
そ
の
気
に
さ
か
ら
は
ぬ
や
う
に
致
し
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
山
に
ゆ
く
こ
と
も
、
で
き
る
な
ら
ば
そ
の
前
に
と
思
ひ
ま
す
。
何
し
ろ
八
十
五
に
も
な
る
老
人
の
こ
と
で
す
か
ら
、
か
う
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
い
つ
て
困
る
の
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
い
ふ
ま
ゝ
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
御
一
笑
下
さ
い
。
昨
夜
の
御
話
の
こ
と
に
つ
い
て
こ
の
点
を
一
寸
御
含
み
お
き
下
さ
れ
ば
幸
で
す
。
勿
論
、
木
村
氏
の
御
都
合
を
主
に
し
て
御
相
談
下
さ
る
こ
と
を
希
望
す
る
に
か
は
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
村
氏
の
好
意
を
尊
重
す
る
の
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
の
都
合
を
主
に
す
る
の
は
失
礼
だ
と
思
ひ
ま
す
。
た
ゞ
御
相
談
下
さ
る
場
合
の
一
寸
と
し
た
御
含
み
ま
で
に
こ
の
こ
と
は
申
上
げ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
お
使
を
ま
た
せ
て
お
い
て
取
急
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
敬
具
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六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
１
４
】　
昭
和
15
年
９
月
１
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
丁
目　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
九
月
一
日
〔
本
文
〕
御
手
紙
拝
見
、
並
に
同
封
の
書
類
、
た
し
か
に
受
取
り
ま
し
た
。
御
多
忙
の
折
柄
、
種
々
御
尽
力
下
さ
れ
、
有
難
う
存
じ
ま
す
。
栗
田
君
か
ら
断
え
ず
た
よ
り
が
あ
り
、
一
か
ら
十
ま
で
御
世
話
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
承
知
し
て
ゐ
な
が
ら
、
つ
い
御
無
沙
汰
し
て
居
り
ま
し
た
。
な
ほ
万
事
よ
ろ
し
く
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御
願
申
上
げ
ま
す
。
例
年
九
月
の
中
ご
ろ
ま
で
こ
ゝ
に
ゐ
ま
す
の
で
、
今
年
も
ほ
ゞ
そ
の
く
ら
ゐ
の
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
が
、
予
審
の
は
じ
ま
る
前
に
有
馬
氏
に
も
会
ふ
必
要
が
あ
り
ま
せ
う
し
、
い
つ
か
の
話
で
は
河
合
氏
も
会
つ
て
み
よ
う
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
ら
に
差
支
の
無
い
や
う
に
帰
京
の
日
を
定
め
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
有
馬
氏
と
の
会
見
は
、
例
の
御
面
倒
を
願
つ
て
ゐ
る
印
刷
の
進
行
に
も
よ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
い
づ
れ
栗
田
君
か
ら
御
相
談
申
上
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ら
う
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
是
亦
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
ま
す
。
有
馬
氏
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
御
面
倒
を
お
か
け
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
存
じ
ま
す
。
東
京
も
両
三
日
涼
し
い
さ
う
で
す
が
、
ま
だ
〳
〵
残
暑
の
威
力
の
強
い
日
が
ま
ゐ
り
ま
せ
う
。
僕
は
何
だ
か
少
し
疲
れ
て
ゐ
る
や
う
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
に
ゐ
る
間
に
何
と
か
し
て
そ
れ
を
な
ほ
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
　
御
返
事
か
た
〳
〵
右
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
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九
月
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
５
１
・
９
７
１
】　
昭
和
15
年
９
月
10
日
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
、
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
ノ
三
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
本
文
〕
拝
啓
其
の
後
も
相
変
ら
ず
御
せ
わ
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
先
日
、
有
馬
氏
と
の
会
見
の
模
様
を
福
井
栗
田
両
氏
か
ら
報
知
し
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
有
馬
氏
は
資
料
の
編
成
が
へ
を
要
求
し
、
且
つ
も
つ
と
要
約
し
た
も
の
の
提
出
を
希
望
せ
ら
れ
た
さ
う
で
す
。
編
成
が
へ
の
要
求
は
、
資
料
の
編
成
の
方
針
と
提
出
の
理
由
と
を
混
同
せ
ら
れ
た
ゝ
め
ら
し
く
考
へ
ら
れ
ま
す
か
ら
、
こ
れ
は
、
資
料
が
検
事
の
予
審
請
求
書
に
述
べ
て
あ
る
問
題
の
236
事
項
に
対
応
す
る
や
う
に
編
成
し
て
あ
る
こ
と
を
諒
解
せ
ら
れ
、
ま
た
提
出
の
理
由
は
資
料
の
す
べ
て
に
わ
た
つ
て
其
の
一
々
に
存
在
す
る
こ
と
を
納
得
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
お
の
づ
か
ら
解
消
す
る
も
の
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。
此
の
点
を
よ
く
同
氏
に
説
明
し
て
く
れ
る
や
う
福
井
氏
等
に
依
頼
し
て
お
き
ま
し
た
。
（
資
料
の
第
一
部
と
第
二
部
と
は
、
事
が
ら
の
性
質
上
、
最
初
に
置
い
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
は
検
事
の
請
求
書
に
述
べ
て
あ
る
順
序
と
は
違
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
第
三
部
か
ら
は
其
の
順
序
に
従
つ
て
を
る
は
ず
で
す
。）
次
に
要
約
し
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
は
、
一
応
も
つ
と
も
で
あ
り
ま
す
が
、
要
約
す
れ
ば
概
括
的
に
な
り
抽
象
的
に
な
つ
て
、
効
果
が
薄
弱
に
な
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
あ
れ
だ
け
の
も
の
は
提
出
す
る
必
要
が
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
概
括
的
の
こ
と
は
検
事
局
で
も
述
べ
た
の
で
す
が
、
あ
ま
り
注
意
を
ひ
か
な
〔
マ
マ
〕つ
た
こ
と
を
経
験
し
て
ゐ
ま
す
。
第
一
、
そ
れ
で
は
何
の
こ
と
か
わ
か
り
か
ね
る
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
ど
う
し
て
も
具
体
的
に
多
く
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
必
要
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
既
存
の
学
者
の
説
を
挙
げ
る
こ
と
の
可
否
で
す
が
、
検
事
で
も
判
事
で
も
理
論
上
の
説
明
で
は
わ
か
ら
ぬ
か
ら
、
現
代
の
学
界
の
状
態
は
ど
う
な
つ
て
ゐ
る
か
を
一
々
具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
り
、
従
つ
て
諸
家
の
説
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
曽
て
内
務
省
の
図
書
課
で
話
を
し
た
時
に
も
、
僕
と
同
じ
こ
と
を
他
の
学
者
が
い
つ
て
ゐ
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
こ
と
を
き
か
れ
、
ま
た
あ
と
で
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図
書
課
の
も
の
が
同
じ
こ
と
を
或
る
学
者
に
き
ゝ
に
い
つ
た
と
い
ふ
こ
と
を
伝
聞
し
ま
し
た
。
検
事
局
で
も
同
様
の
こ
と
を
き
か
れ
ま
し
た
、
彼
等
に
は
学
説
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
か
う
い
ふ
こ
と
で
自
分
の
考
を
き
め
る
の
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
予
審
判
事
も
多
分
同
様
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
現
に
「
上
代
史
で
は
ど
ん
な
本
が
よ
い
の
で
す
か
」
と
い
ふ
こ
と
を
雑
談
の
際
に
僕
に
き
ゝ
ま
し
た
か
ら
、「
通
俗
的
の
も
の
は
い
く
ら
も
あ
り
ま
す
が
、
学
問
的
の
も
の
は
無
い
や
う
で
す
」
と
答
へ
て
お
い
た
ほ
ど
で
す
。
さ
う
い
ふ
通
俗
的
な
書
物
の
知
識
で
判
断
せ
ら
れ
て
は
困
り
ま
す
か
ら
、
是
非
と
も
あ
れ
だ
け
の
資
料
は
見
せ
て
お
く
必
要
が
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。「
あ
な
た
の
主
張
を
う
ら
が
き
す
る
資
料
は
何
で
も
提
出
し
て
く
れ
」
と
判
事
の
申
し
ま
し
た
の
は
、
必
し
も
口
さ
き
ば
か
り
の
こ
と
で
は
な
く
、
少
く
と
も
提
出
し
た
も
の
を
読
ん
で
み
る
だ
け
の
考
は
あ
つ
て
の
こ
と
ゝ
考
へ
ら
れ
ま
す
。
僕
は
陳
述
の
際
に
あ
の
資
料
を
利
用
し
て
一
々
そ
れ
を
説
明
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。（
要
約
し
た
も
の
は
、
か
う
い
ふ
役
に
は
た
ち
ま
せ
ぬ
）、
そ
れ
で
、
な
る
べ
く
は
あ
の
資
料
を
削
減
な
ど
し
な
い
で
お
い
て
欲
し
い
と
存
じ
ま
す
。
諸
氏
の
説
は
現
に
世
に
行
は
れ
て
ゐ
る
著
書
に
出
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
用
ゐ
る
の
は
、
学
術
上
の
論
著
に
他
の
学
者
の
説
を
引
用
す
る
の
と
同
じ
で
あ
つ
て
、
諸
氏
の
迷
惑
に
は
な
ら
ぬ
こ
と
ゝ
考
へ
ら
れ
ま
す
。
も
つ
と
も
そ
れ
を
見
て
検
事
な
ど
が
摘
発
す
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
い
け
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
検
事
の
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職
掌
上
の
習
慣
と
し
て
多
分
さ
う
い
ふ
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
お
も
は
れ
ま
す
。
し
か
し
此
の
点
は
有
馬
氏
の
意
見
を
き
ゝ
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
此
の
こ
と
に
つ
い
て
同
氏
に
相
談
す
る
の
は
た
ゞ
此
の
点
だ
け
だ
と
考
へ
ま
す
。
他
の
学
者
の
説
を
資
料
と
し
て
用
ゐ
る
の
も
、
僕
一
個
人
の
利
益
の
た
め
で
は
な
く
し
て
、
学
界
の
趨
勢
を
判
事
に
わ
か
ら
せ
る
た
め
で
あ
り
、
従
つ
て
ま
た
そ
れ
は
畢
竟
、
学
界
全
体
の
た
め
に
な
る
こ
と
で
す
か
ら
、
さ
う
す
る
こ
と
が
僕
に
と
つ
て
良
心
を
傷
け
る
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
ま
す
。
右
の
や
う
な
次
第
で
す
か
ら
、
資
料
の
印
刷
は
ど
う
か
こ
れ
ま
で
の
ま
ゝ
で
と
も
か
く
も
進
行
し
て
い
た
ゞ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
い
く
ら
か
の
変
更
は
あ
る
に
し
て
も
、
大
し
た
こ
と
は
無
い
や
う
に
し
た
い
と
考
へ
ま
す
。
実
は
有
馬
氏
に
は
僕
自
身
が
早
く
帰
京
し
て
十
分
説
明
し
よ
う
か
と
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
資
料
そ
の
も
の
を
な
る
べ
く
多
く
目
の
前
に
置
い
て
説
明
し
た
方
が
効
果
的
と
考
へ
ら
れ
、
さ
う
し
て
印
刷
の
状
態
が
ま
だ
今
日
で
は
そ
こ
ま
で
進
ん
で
ゐ
な
い
や
う
に
想
像
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
躊
躇
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
に
、
こ
ち
ら
に
ゐ
て
も
う
少
し
準
備
し
て
置
く
こ
と
が
残
つ
て
ゐ
る
の
で
（
判
事
に
説
明
す
る
材
料
と
し
て
記
紀
か
ら
の
ぬ
き
が
き
を
し
て
ゐ
ま
す
）、
帰
京
は
十
四
五
日
と
致
し
、
十
七
日
に
有
馬
氏
と
会
見
し
て
、
委
細
に
僕
の
考
を
話
す
こ
と
に
し
よ
う
と
考
へ
、
そ
の
手
順
に
す
る
や
う
に
福
井
栗
田
両
氏
に
依
頼
し
て
お
き
ま
し
た
。
239
一
応
の
説
明
は
僕
に
代
つ
て
栗
田
氏
が
し
て
く
れ
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
予
審
判
事
に
は
で
き
る
だ
け
啓
蒙
的
に
、
詳
細
に
、
平
易
に
、
ゆ
つ
く
り
時
間
を
か
け
て
説
明
す
る
や
う
に
腹
案
を
た
て
ゝ
ゐ
る
次
第
で
す
が
、
有
馬
氏
に
も
相
当
の
時
間
を
あ
て
ゝ
説
明
す
る
必
要
が
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
一
言
に
い
へ
ば
、
検
事
の
起
訴
は
彼
等
の
無
知
か
ら
来
て
ゐ
る
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
来
る
迷
妄
を
（
効
果
の
如
何
は
別
問
題
と
し
て
、
僕
の
態
度
と
し
て
は
）
判
事
な
ど
に
さ
せ
な
い
や
う
に
努
力
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
考
へ
ま
す
。
す
べ
て
は
そ
こ
か
ら
出
発
し
た
こ
と
な
の
で
す
。
何
れ
近
日
中
に
帰
京
の
上
、
万
事
申
上
げ
ま
す
が
、
と
り
あ
へ
ず
右
ま
で
御
願
致
し
ま
す
。
小
林
君
に
も
よ
ろ
し
く
御
伝
を
願
ひ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
急
ぎ
早
々
敬
具
十
日
午
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
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【
７
７
１
】　〔
昭
和
15
年
10
月
〕
７
日
　
　
　
※
〔
本
文
〕
拝
啓
河
合
君
の
判
決
の
趣
、
栗
田
君
か
ら
き
ゝ
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
裁
判
所
が
思
ひ
き
つ
て
、
決
断
し
た
こ
と
を
甚
だ
愉
快
に
思
ひ
ま
す
。
こ
れ
で
か
た
つ
く
か
ど
う
か
、
検
事
の
態
度
に
懸
念
は
あ
り
ま
す
が
、
と
も
か
く
も
一
審
で
か
う
認
め
た
こ
と
は
大
な
る
力
と
な
る
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
思
想
界
ま
た
は
学
界
に
と
つ
て
有
意
義
の
判
決
だ
と
思
ひ
ま
す
。
近
ご
ろ
ま
た
胸〔蓑〕田
の
一
派
が
法
学
部
の
攻
撃
を
や
り
出
し
、
今
度
は
南
原
氏
に
鋒
さ
き
を
向
け
た
と
い
ふ
こ
と
を
、
昨
日
、
当
の
南
原
氏
か
ら
き
ゝ
ま
し
た
。
そ
の
刷
り
物
か
何
か
は
手
に
入
ら
な
い
で
せ
う
か
。
一
寸
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
攻
撃
の
材
料
に
や
は
り
僕
の
こ
と
を
利
用
し
て
ゐ
る
さ
う
で
す
が
、
南
原
氏
に
は
気
の
毒
に
思
ひ
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ま
す
。
も
し
手
に
入
る
や
う
で
し
た
ら
、
御
面
倒
な
が
ら
御
心
配
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
七
日
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
　
　
机
下
【
７
１
５
】　
昭
和
15
年
10
月
15
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
二
丁
目　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様　
親
展
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
五
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
刻
、
予
審
判
事
に
あ
ひ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
予
審
の
経
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過
を
検
事
に
き
か
れ
た
時
に
、
か
う
い
ふ
も
の
が
出
て
ゐ
る
と
い
ふ
話
を
し
た
、
そ
れ
で
検
事
の
方
で
も
読
ん
で
お
き
た
い
か
ら
だ
ら
う
、
送
つ
て
置
い
た
ら
よ
か
ら
う
、
そ
れ
に
よ
つ
て
検
事
が
ど
う
か
す
る
と
い
ふ
意
味
は
無
い
こ
と
ゝ
思
ふ
、
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
つ
い
で
に
検
事
局
へ
い
つ
て
検
事
に
あ
つ
て
き
ゝ
ま
し
た
ら
、
や
は
り
同
じ
や
う
な
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で
四
通
揃
ふ
か
ど
う
か
わ
か
ら
ぬ
、
必
要
な
数
だ
け
し
か
刷
つ
て
お
か
な
か
つ
た
か
ら
、
と
い
ふ
話
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
無
け
れ
ば
し
か
た
が
無
い
が
、
何
と
か
し
て
四
通
送
つ
て
も
ら
へ
な
い
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
か
ら
、
な
ほ
よ
く
調
べ
て
み
よ
う
と
い
つ
て
別
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
僕
の
考
で
は
、
検
事
に
は
な
る
べ
く
多
く
の
も
の
に
読
ま
せ
て
お
い
た
方
が
よ
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
四
通
送
る
こ
と
に
致
し
ま
せ
う
。
上
級
の
検
事
は
多
分
読
む
ま
い
と
は
思
ひ
ま
す
が
、
読
み
得
る
状
態
に
し
て
お
い
た
方
が
何
か
の
場
合
に
よ
く
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
右
一
寸
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。　
　
敬
具
十
五
日
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
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藤
川
様
　
　
机
下
【
７
１
６
】　
昭
和
15
年
10
月
28
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様　
親
展
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
月
廿
八
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
刻
一
寸
電
話
で
申
上
げ
た
ま
し
た
や
う
に
予
審
が
い
よ
〳
〵
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
明
後
日
か
ら
始
め
て
、
毎
週
ほ
ゞ
三
日
ぐ
ら
ゐ
を
そ
れ
に
あ
て
、
二
十
回
程
で
か
た
づ
け
た
い
と
い
ふ
判
事
の
話
で
あ
り
ま
し
た
。
調
書
の
上
で
は
判
事
が
訊
問
す
る
と
い
ふ
形
式
に
な
る
が
、
大
体
は
僕
が
陳
述
し
た
い
こ
と
を
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自
由
に
陳
述
す
る
と
い
ふ
方
針
で
進
行
さ
せ
る
か
ら
、
そ
の
順
序
な
ど
も
僕
の
方
で
考
へ
て
ほ
し
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
そ
の
順
序
の
大
よ
そ
を
打
合
せ
て
お
き
ま
し
た
。
判
事
な
ど
の
素
人
に
も
わ
か
る
や
う
に
し
て
貰
ひ
た
い
と
い
ふ
こ
と
を
く
り
か
へ
し
て
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
僕
も
そ
の
つ
も
り
で
は
ゐ
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
か
〳
〵
む
つ
か
し
い
し
ご
と
で
、
ど
こ
ま
で
う
ま
く
ゆ
く
か
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
ま
あ
大
に
努
力
し
ま
せ
う
。
覚
え
書
き
の
や
う
な
も
の
を
作
つ
て
出
し
て
貰
へ
ば
調
書
作
成
の
上
に
一
層
好
都
合
だ
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
か
ら
、
さ
う
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
そ
れ
を
作
る
に
は
相
当
時
間
が
か
ゝ
る
の
で
、
こ
ゝ
に
も
努
力
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
御
主
人
は
じ
め
関
係
の
諸
君
に
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
お
き
下
さ
い
。
草
々
　
廿
八
日
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
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【
７
１
７
・
７
６
１
】　
昭
和
15
年
11
月
15
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
五
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
刻
電
話
で
御
依
頼
致
し
ま
し
た
印
刷
物
の
儀
は
、
催
促
を
う
け
た
の
で
十
八
日
の
月
曜
日
に
は
持
参
す
る
旨
返
事
を
し
て
お
き
ま
し
た
の
で
す
。
誤
植
の
点
〔
あ
ま
た
あ
り
ま
す
か
ら
│
挿
入
〕
は
筆
で
な
ほ
し
て
お
き
ま
す
か
ら
、
と
も
か
く
も
明
土
曜
ま
で
に
ま
に
合
ふ
や
う
に
御
配
慮
を
願
ひ
ま
す
。
な
ほ
補
遺
の
部
分
は
、
や
は
り
玉
沢
検
事
に
送
る
約
束
を
し
て
お
い
た
の
で
す
か
ら
、
そ
の
分
と
し
て
四
通
だ
け
は
御
届
け
を
願
ひ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
僕
の
分
も
一
通
、
十
一
日
に
河
合
氏
を
訪
問
、
印
刷
物
を
（
補
遺
の
分
の
校
正
刷
も
同
時
に
）
貸
し
て
お
き
ま
し
た
。
同
氏
か
ら
種
々
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助
言
を
う
け
、
な
る
ほ
ど
と
思
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
都
合
に
よ
つ
て
は
、
先
般
の
や
う
な
会
合
を
し
て
は
ど
う
か
、
い
つ
で
も
出
席
す
る
か
ら
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
い
か
ゞ
で
す
か
、
御
相
談
を
願
ひ
ま
す
。
有
馬
氏
か
ら
は
沙
汰
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
僕
は
あ
の
日
の
晩
で
し
た
か
、
簡
単
に
予
審
の
始
ま
つ
た
こ
と
を
報
告
し
、
な
ほ
御
面
会
の
上
御
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
申
添
へ
て
お
き
ま
し
た
。
今
週
は
昨
日
ま
で
三
日
つ
ゞ
け
て
や
り
ま
し
た
が
、
来
週
は
五
日
ぐ
ら
ゐ
来
て
も
ら
へ
な
い
か
と
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
ど
う
も
少
し
急
い
で
ゐ
る
や
う
で
す
。
僕
は
少
々
疲
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
早
々
頓
首
十
五
日
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
247
【
７
１
８
】　
昭
和
15
年
11
月
17
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
、
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
七
日
〔
本
文
〕
拝
啓
昨
日
は
わ
ざ
〳
〵
有
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
あ
れ
か
ら
、
五
時
こ
ろ
ま
で
有
馬
氏
と
対
談
、
種
々
意
見
を
き
い
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
時
間
が
早
か
つ
た
ら
帰
り
に
お
店
の
方
へ
う
か
ゞ
は
う
か
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
遅
く
な
つ
た
の
で
や
め
ま
し
た
。
対
談
の
内
容
は
そ
の
う
ち
御
面
晤
の
折
申
上
げ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
昨
日
申
上
げ
る
こ
と
を
忘
れ
ま
し
た
が
、
補
遺
の
印
刷
が
で
き
ま
し
た
ら
、（
も
し
誤
脱
の
補
訂
を
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
ら
、
そ
れ
が
248
で
き
て
か
ら
で
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
す
が
）、
例
の
検
事
へ
送
る
分
を
御
届
け
下
さ
る
や
う
御
配
慮
を
願
ひ
ま
す
。
有
馬
氏
と
の
会
見
の
御
報
告
か
た
〳
〵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
ま
で　
草
々
頓
首
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
１
９
】　
昭
和
15
年
11
月
27
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
二
十
六
日
夜
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〔
本
文
〕
拝
啓
先
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
扨
て
今
週
は
月
火
両
日
、
即
ち
昨
日
と
今
日
と
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
判
事
の
都
合
で
明
日
の
水
曜
は
休
む
こ
と
に
な
り
、
明
後
木
曜
日
に
ま
た
で
か
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
金
曜
の
こ
と
は
ま
だ
何
と
も
決
め
て
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
分
来
て
貰
ひ
た
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
も
し
さ
う
で
し
た
ら
例
の
会
合
は
金
曜
に
も
む
つ
か
し
い
と
存
じ
ま
す
か
ら
、
土
曜
に
で
も
し
て
頂
い
た
ら
ど
う
か
と
考
へ
ま
す
。
木
曜
の
都
合
で
金
曜
に
休
む
こ
と
に
な
れ
ば
結
構
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
か
ら
思
は
れ
ま
す
。
土
曜
に
は
、
今
ま
で
の
慣
例
に
す
れ
ば
、
休
む
こ
と
に
な
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
会
合
に
南
原
君
も
来
て
貰
つ
た
ら
ど
う
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
い
か
が
で
せ
う
。
不
た
し
か
な
記
憶
で
す
が
、
い
つ
で
し
た
か
、
さ
う
い
ふ
こ
と
が
あ
れ
ば
自
分
も
出
て
も
よ
い
と
い
ふ
や
う
な
話
が
あ
つ
た
か
と
思
ひ
ま
す
。
是
非
に
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
気
が
む
か
れ
た
ら
と
い
ふ
程
度
で
一
度
御
話
し
下
さ
れ
た
ら
い
か
ゞ
で
せ
う
。
二
三
250
日
前
ふ
と
思
ひ
つ
き
ま
し
た
か
ら
、
一
寸
申
添
へ
ま
す
。
右
二
条
、
御
相
談
置
き
下
さ
れ
ゝ
ば
幸
に
存
じ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
急
ぎ
草
々
頓
首
廿
六
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
２
０
】　
昭
和
15
年
12
月
10
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
日
朝
〔
本
文
〕
拝
啓
有
馬
氏
を
一
度
訪
問
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
を
し
て
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置
い
た
方
が
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
い
か
が
で
せ
う
。
御
同
意
あ
ら
ば
、
又
々
御
面
倒
な
が
ら
時
日
等
の
打
合
せ
を
お
願
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
昨
日
、
栗
田
君
を
煩
は
し
て
「
神
代
史
の
研
究
」
な
ど
の
訂
正
版
を
判
事
に
届
け
て
も
ら
ひ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
節
の
判
事
の
話
に
、
此
の
次
の
出
頭
ま
で
に
は
、
ま
だ
日
数
が
か
ゝ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
今
の
と
こ
ろ
見
当
が
つ
か
ぬ
、
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
従
つ
て
河
合
君
と
の
会
見
は
さ
ほ
ど
急
が
な
く
て
も
よ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。
早
々
十
日
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
２
２
・
７
６
３
】　
昭
和
15
年
12
月
17
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
252
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
七
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
い
つ
ぞ
や
御
調
べ
下
さ
い
ま
し
た
や
う
に
記
憶
致
し
ま
す
が
、
「
神
代
史
の
研
究
」
の
図
書
館
協
会
推
薦
の
年
月
、
及
び
記
載
の
会
報
の
号
数
、
う
け
た
ま
は
り
ま
し
た
時
、
書
き
つ
け
て
お
い
た
は
ず
と
思
ひ
、
か
れ
こ
れ
さ
が
し
て
み
ま
し
た
が
、
一
寸
見
つ
か
り
ま
せ
ぬ
。
も
し
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
な
ら
ば
、
御
教
示
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
大
橋
図
書
館
で
お
し
ら
べ
に
な
つ
た
と
伺
つ
た
や
う
で
す
が
、
も
し
さ
う
で
し
た
ら
栗
田
君
に
依
頼
し
て
調
べ
て
も
ら
は
う
と
思
ひ
ま
す
が
、
こ
の
点
も
は
つ
き
り
し
ま
せ
ぬ
か
ら
、
御
う
か
ゞ
ひ
致
し
ま
す
。
早
々
敬
具
十
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
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机
下
【
７
２
１
・
７
６
２
】　
昭
和
15
年
12
月
23
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
本
文
〕
御
手
紙
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
実
は
年
内
に
予
審
を
か
た
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
、
そ
の
時
の
用
意
に
お
う
か
ゞ
ひ
致
し
た
の
で
す
が
、
ま
だ
何
と
も
申
し
て
ま
ゐ
り
ま
せ
ぬ
か
ら
今
と
し
は
そ
の
ま
ゝ
に
し
て
お
く
の
か
と
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
先
日
会
合
の
節
、
有
馬
氏
か
ら
証
人
云
々
の
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ど
の
程
度
の
考
で
そ
れ
を
い
は
れ
た
の
か
、
も
う
少
し
確
か
め
て
お
く
必
要
も
あ
ら
う
と
思
ひ
、
ま
た
栗
田
君
が
僕
の
著
述
年
表
を
作
つ
て
く
れ
、
チ
ェ
ム
バ
レ
ン
や
ア
ス
ト
ン
や
フ
ロ
レ
ン
ツ
の
説
の
ぬ
き
書
き
も
で
き
た
の
で
、
そ
れ
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
い
て
有
馬
氏
の
意
見
を
き
い
て
お
く
方
が
よ
か
ら
う
と
も
思
ひ
、
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そ
れ
ら
の
た
め
に
栗
田
君
に
頼
ん
で
有
馬
氏
を
訪
ね
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
証
人
の
こ
と
は
適
当
の
人
が
あ
れ
ば
さ
う
し
た
方
が
よ
か
ら
う
と
思
ふ
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
が
、
そ
れ
に
は
弁
護
届
を
出
す
必
要
が
あ
る
か
ら
、
と
い
ふ
の
で
、
そ
の
用
紙
を
渡
し
て
く
れ
た
さ
う
で
す
。
有
馬
氏
も
今
年
は
も
う
予
審
の
続
行
は
し
な
か
ら
う
と
い
ふ
考
で
あ
つ
た
さ
う
で
す
し
、
弁
護
届
は
そ
の
続
行
の
通
知
が
あ
つ
て
か
ら
出
す
方
が
よ
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
用
紙
は
そ
の
ま
ゝ
僕
が
預
つ
て
を
り
ま
す
。（
御
主
人
の
分
と
僕
の
分
と
二
枚
あ
り
ま
す
）。
証
人
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
と
適
当
の
人
が
あ
る
か
ど
う
か
ゞ
問
題
で
す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
御
相
談
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
僕
だ
け
の
考
で
は
、
学
問
の
側
の
こ
と
よ
り
も
、
僕
の
人
間
を
説
明
し
て
く
れ
る
人
の
方
が
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
さ
う
な
る
と
、
人
選
が
む
つ
か
し
く
な
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
敬
具
二
十
三
日
255
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
３
９
】　〔
昭
和
15
年
月
不
明
〕
20
日
〔
封
筒
表
〕
岩
波
書
店　
藤
川
様　
津
田
生
〔
本
文
〕
拝
復
昨
日
は
失
礼
致
し
ま
し
た
。
甚
だ
有
益
な
会
合
で
心
得
に
な
る
こ
と
の
多
か
つ
た
こ
と
を
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。
御
申
越
の
誤
植
は
、
こ
れ
ま
で
気
が
つ
い
て
ゐ
た
と
こ
ろ
を
別
紙
に
書
き
ぬ
い
て
お
目
に
か
け
ま
す
。
よ
ろ
し
く
御
計
ら
ひ
下
さ
い
。
な
ほ
昨
日
御
話
す
る
機
会
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
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（
多
分
、
さ
う
だ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
）、
例
の
書
類
に
つ
い
て
の
有
馬
氏
の
意
見
は
堤
氏
及
び
小
林
氏
に
御
話
し
て
お
き
ま
し
た
か
ら
、
御
き
ゝ
と
り
を
願
ひ
ま
す
。
多
分
既
に
御
き
ゝ
に
な
つ
た
こ
と
ゝ
は
思
ひ
ま
す
が
、
序
で
す
か
ら
一
寸
申
添
へ
ま
す
。
す
べ
て
差
支
が
無
い
と
い
ふ
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
印
刷
の
部
数
は
ど
う
い
ふ
御
話
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
か
、
栗
田
氏
か
ら
も
ま
だ
よ
く
き
ゝ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
五
部
く
ら
ゐ
は
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
僕
か
ら
申
す
ま
で
も
な
く
、
よ
き
や
う
御
計
ら
ひ
の
こ
と
ゝ
は
存
じ
ま
す
が
、
昨
日
の
河
合
氏
の
話
な
ど
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
思
ひ
つ
い
た
ま
ゝ
一
寸
こ
れ
も
申
添
へ
ま
す
。
万
事
よ
ろ
し
く
御
願
致
し
ま
す
。　
　
　
不
乙
二
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
257
【
７
７
２
】　〔
昭
和
15
年
月
不
明
〕
21
日
　
　
　
※
〔
本
文
〕
拝
復
黒
板
氏
の
「
国
史
の
研
究
」
は
旧
版
の
方
を
ず
つ
と
前
に
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
拙
著
に
つ
い
て
何
か
書
い
て
あ
つ
た
こ
と
は
ぼ
ん
や
り
記
憶
し
て
ゐ
ま
す
が
、
内
容
は
は
つ
き
り
お
ぼ
え
て
ゐ
ま
せ
ず
、
書
物
も
手
許
に
は
あ
り
ま
せ
ぬ
。
も
し
御
差
支
な
く
ば
、
御
備
付
の
更
訂
版
を
一
寸
拝
借
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
昨
日
栗
田
氏
が
来
て
の
話
に
、
早
大
図
書
館
で
し
ら
べ
て
み
た
が
、
文
部
省
の
図
書
推
奨
は
「
記
紀
の
研
究
」
の
改
訂
版
の
出
た
大
正
十
三
年
こ
ろ
に
は
ま
だ
行
は
れ
な
か
つ
た
や
う
で
あ
り
、
文
部
省
の
時
報
も
そ
の
時
分
に
は
ま
だ
無
か
つ
た
や
う
に
思
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
官
報
は
ま
だ
見
な
い
が
、
そ
の
う
ち
に
見
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
と
申
し
て
居
り
ま
し
た
。
山
田
孝
雄
氏
の
話
と
い
ふ
の
は
、
或
は
「
神
代
史
の
研
究
」
の
ま
ち
が
ひ
で
は
無
い
か
と
も
推
測
せ
ら
れ
ま
す
が
、
な
ほ
よ
く
し
ら
べ
て
貰
ふ
や
う
に
話
し
て
お
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
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史
学
雑
誌
な
ど
の
紹
介
は
大
体
わ
か
り
ま
し
た
。
つ
い
で
に
一
寸
御
参
考
ま
で
に
申
上
げ
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
南
原
君
が
い
ろ
〳
〵
心
配
し
て
呉
れ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
か
ら
、
弁
護
人
の
こ
と
に
つ
い
て
も
一
応
同
君
の
考
を
き
い
た
ら
ど
う
か
、
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
近
ご
ろ
は
会
ひ
ま
せ
ん
が
、
起
訴
決
定
の
当
時
に
、
何
で
も
用
が
あ
る
な
ら
い
つ
て
く
れ
と
い
ふ
手
紙
を
も
ら
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
礼
と
し
て
も
さ
う
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
と
、
ふ
と
思
ひ
つ
き
ま
し
た
。
堤
さ
ん
に
一
寸
お
話
し
て
お
い
て
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
も
つ
と
も
こ
れ
は
僕
だ
け
の
思
ひ
つ
き
で
す
か
ら
、
是
非
に
と
い
ふ
わ
け
で
は
勿
論
あ
り
ま
せ
ぬ
。
御
返
事
か
た
〳
〵
と
り
あ
つ
め
て
、
草
々
敬
具
　
二
十
一
日
藤
川
様
　
　
机
下
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【
７
２
４
】　
昭
和
16
年
１
月
15
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
五
日
夜
〔
本
文
〕
昨
晩
及
び
只
今
、
御
手
紙
拝
見
、
栗
田
君
の
こ
と
に
つ
い
て
一
方
な
ら
ぬ
御
尽
力
、
感
謝
の
至
に
存
じ
ま
す
。
お
か
げ
で
栗
田
君
も
こ
れ
か
ら
落
ち
つ
い
て
研
究
が
で
き
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
明
日
に
も
同
君
に
知
ら
せ
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
。
小
林
君
栗
田
君
に
も
よ
ろ
し
く
、
御
伝
へ
を
願
ひ
ま
す
。
取
あ
へ
ず
御
礼
ま
で　
早
々
頓
首
十
五
日
夜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
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西
田
さ
ん
に
は
近
日
中
に
御
た
づ
ね
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
【
７
２
３
・
７
６
４
】　
昭
和
16
年
２
月
17
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
七
日
夕
〔
本
文
〕
拝
啓
先
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
例
の
予
審
は
、
多
分
明
日
で
お
し
ま
ひ
に
な
る
か
と
思
ひ
ま
す
。
あ
れ
か
ら
連
日
な
の
で
、
か
な
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
一
寸
有
馬
氏
の
意
見
を
き
く
べ
き
こ
と
が
起
つ
た
の
で
、
今
朝
同
氏
と
会
見
、
種
々
話
を
し
ま
し
た
。
僕
の
方
が
す
ん
だ
ら
、
岩
波
さ
ん
に
来
て
も
ら
ふ
か
ら
、
二
三
日
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中
旅
行
な
ど
を
し
な
い
や
う
に
し
て
も
ら
ひ
た
い
、
そ
の
旨
僕
か
ら
伝
へ
て
く
れ
と
い
ふ
判
事
の
依
頼
で
し
た
。
御
主
人
に
御
話
申
上
げ
て
お
い
て
下
さ
い
。
僕
の
方
が
明
日
で
す
む
か
ど
う
か
は
明
日
で
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ぬ
が
、
判
事
は
な
る
べ
く
済
ま
さ
せ
た
い
と
い
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
時
間
が
早
か
つ
た
ら
、
明
日
帰
り
に
お
よ
り
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
多
分
遅
く
な
り
ま
せ
う
か
ら
、
そ
れ
は
む
つ
か
し
い
で
せ
う
。
何
れ
三
四
日
中
に
御
主
人
は
じ
め
皆
様
に
様
子
を
御
話
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。　
不
乙
十
七
日
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
２
６
・
７
６
５
】　
昭
和
16
年
３
月
２
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
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〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
、
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
三
月
二
日
〔
本
文
〕
拝
啓
昨
日
、
御
主
人
が
才
判
所
に
ゆ
か
れ
た
筈
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
御
承
知
と
存
じ
ま
す
が
、
僕
の
方
は
一
昨
日
で
終
結
に
な
り
ま
し
た
。
大
分
疲
れ
て
少
々
弱
り
ま
し
た
。
予
審
の
様
子
は
大
体
既
に
御
話
致
し
ま
し
た
が
、
最
後
の
二
日
間
の
こ
と
も
、
そ
の
内
、
御
主
人
は
じ
め
皆
様
へ
申
上
げ
て
お
か
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
。
伊
沢
氏
に
も
御
話
し
て
お
く
べ
き
か
と
考
へ
ま
す
が
、
御
主
人
の
御
意
向
を
伺
つ
て
置
い
て
頂
き
た
い
思
ひ
ま
す
。
有
馬
氏
に
は
明
日
あ
た
り
報
告
に
ゆ
か
う
か
と
存
じ
て
居
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
敢
へ
ず
右
ま
て　
敬
具
二
日
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津
田
左
右
吉
藤
川
様
【
７
２
５
】　
昭
和
16
年
３
月
７
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
、
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
三
月
七
日
〔
本
文
〕
拝
復
伊
沢
さ
ん
の
御
都
合
を
き
ゝ
あ
は
せ
る
こ
と
は
、
や
は
り
御
願
し
た
方
が
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、
御
面
倒
な
が
ら
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
僕
の
方
は
何
時
で
も
よ
ろ
し
う
御
座
い
ま
す
が
、
た
ゞ
明
八
日
は
午
後
か
ら
一
寸
用
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
は
今
の
と
こ
ろ
、
い
つ
で
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
。
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一
時
は
疲
れ
が
相
当
出
ま
し
た
が
両
三
日
来
よ
ほ
ど
よ
く
な
り
ま
し
た
。
お
ひ
〳
〵
平
常
に
復
す
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
草
々
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
昨
日
か
ら
今
日
午
前
に
か
け
て
ひ
ま
が
無
か
つ
た
ゝ
め
に
御
返
事
が
遅
く
な
り
ま
し
た
。
【
７
２
９
】　
昭
和
16
年
３
月
22
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
廿
日
〔
本
文
〕
拝
啓
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先
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
湿
疹
は
五
六
日
前
に
な
ほ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
何
と
な
く
か
ら
だ
の
調
子
が
わ
る
く
、
ぐ
ず
〳
〵
し
て
ゐ
ま
し
た
。
も
う
大
て
い
よ
い
や
う
で
す
か
ら
、
伊
沢
氏
の
都
合
次
第
訪
問
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
「
道
家
の
思
想
と
其
の
展
開
」
一
部
鎌
倉
の
西
田
さ
ん
へ
贈
つ
て
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
西
田
さ
ん
を
訪
問
し
ま
し
た
と
こ
ろ
老
子
の
話
が
出
ま
し
た
の
で
、
一
部
差
上
げ
る
や
う
に
申
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
。
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【
７
２
８
】　
昭
和
16
年
４
月
５
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
四
月
五
日
朝
〔
本
文
〕
拝
啓
昨
日
は
失
礼
し
ま
し
た
。
そ
の
節
御
話
の
相
良
氏
の
件
、
よ
ろ
し
く
御
計
を
願
ひ
ま
す
。
僕
と
し
て
は
や
は
り
え
ん
り
よ
せ
ら
れ
る
の
で
す
が
、
さ
う
願
へ
れ
ば
幸
こ
の
上
な
し
と
存
じ
、
御
願
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
期
間
と
い
ふ
こ
と
も
書
く
必
要
が
あ
る
か
と
思
ひ
ま
す
が
、
規
定
が
ど
う
な
つ
て
ゐ
る
の
か
存
じ
ま
せ
ぬ
か
ら
、
こ
れ
も
ブ
ラ
ン
ク
に
致
し
て
置
き
ま
し
た
。
今
日
栗
田
君
に
き
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
人
は
来
月
三
四
日
こ
ろ
に
帰
京
す
る
予
定
の
や
う
で
す
が
、
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実
際
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
家
族
は
郷
里
へ
か
へ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
今
、
東
京
に
住
所
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
推
薦
書
に
は
宿
な
し
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。
取
急
ぎ
右
ま
で　
草
々
【
７
３
１
】　
昭
和
16
年
４
月
29
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋
、
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
四
月
廿
九
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
日
御
話
の
も
の
、
別
封
の
や
う
に
書
い
て
み
ま
し
た
。
少
し
長
す
ぎ
る
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
こ
れ
だ
け
書
か
ね
ば
わ
か
る
ま
い
と
考
へ
、
と
も
か
く
も
御
目
に
か
け
ま
す
。
四
五
日
来
、
気
候
の
わ
る
い
せ
い
か
、
少
し
か
ら
だ
の
調
子
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が
わ
る
く
、
お
く
れ
ま
し
た
。
公
判
の
時
期
や
特
別
弁
護
人
の
撰
定
に
つ
い
て
も
一
度
御
相
談
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
。
有
馬
氏
と
も
会
つ
て
置
く
必
要
が
あ
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
取
急
き
用
事
の
み　
早
々
廿
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
３
０
】　
昭
和
16
年
５
月
28
日
〔
封
筒
表
〕
神
田
区
、
一
ツ
橋　
岩
波
書
店　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
五
月
廿
七
日
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〔
本
文
〕
拝
啓
辞
典
の
原
稿
、
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
僕
の
手
で
出
来
ま
し
た
分
を
明
日
速
達
で
御
送
り
致
し
ま
す
。
あ
と
は
栗
田
相
良
両
氏
に
書
い
て
も
ら
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
両
氏
が
あ
ま
り
良
心
的
に
書
か
う
と
し
て
原
典
か
ら
読
ん
で
か
ゝ
つ
て
ゐ
る
た
め
に
後
れ
て
ゐ
ま
す
。
僕
の
考
を
書
い
て
く
れ
る
や
う
に
話
を
し
ま
し
た
か
ら
、
ま
も
な
く
出
来
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
度
の
分
も
多
く
は
規
定
の
枚
数
を
超
過
し
ま
し
た
か
ら
、
出
来
る
だ
け
そ
れ
に
近
づ
け
る
や
う
に
、
清
書
し
て
か
ら
大
分
削
り
ま
し
た
が
、
な
ほ
幾
ら
か
超
過
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
「
学
」
は
超
過
し
す
ぎ
て
ゐ
る
や
う
で
す
が
、
こ
の
上
削
る
と
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
く
ら
ゐ
に
し
て
お
き
ま
し
た
。
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
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【
７
４
６
・
７
６
９
】　
昭
和
16
年
８
月
４
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
東
京
市
杉
並
区
、
高
円
寺
、
三
ノ
一
五
五
、
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
群
馬
県
、
吾
妻
郡
北
軽
井
沢
、
法
政
大
学
村　
津
田
左
右
吉　
八
月
四
日
〔
本
文
〕
拝
啓
先
般
は
御
手
紙
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。
今
度
岩
波
書
店
を
お
や
め
に
な
つ
た
さ
う
で
す
ね
。
ど
う
い
ふ
御
都
合
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
僕
と
し
て
は
非
常
に
遺
憾
な
感
じ
が
致
し
ま
す
。
特
に
昨
年
来
、
僕
の
一
身
上
の
事
件
に
つ
い
て
万
事
を
ひ
き
う
け
て
御
骨
折
り
下
さ
れ
、
一
方
な
ら
ぬ
御
配
慮
を
う
け
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
な
ほ
さ
ら
此
の
感
が
深
い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
除
け
て
考
へ
ま
し
て
も
「
東
洋
思
想
研
究
」
と
い
ひ
、「
儒
教
の
倫
理
思
想
」
と
い
ひ
、
ま
た
「
道
家
の
思
想
」
と
い
ひ
、
す
べ
て
御
尽
力
に
よ
つ
て
出
版
の
運
び
に
な
つ
た
の
で
す
か
ら
、
岩
波
と
僕
と
の
関
係
は
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半
ば
以
上
、
あ
な
た
に
よ
つ
て
つ
な
が
れ
て
ゐ
た
と
申
し
て
差
支
が
無
い
程
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
あ
な
た
が
岩
波
を
去
ら
れ
る
の
は
、
僕
と
し
て
は
淋
し
い
気
が
致
し
て
な
り
ま
せ
ぬ
。
し
か
し
世
の
中
に
は
、
い
ろ
〳
〵
の
事
情
が
そ
れ
〳
〵
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
む
を
得
ま
せ
ん
が
、
こ
の
後
も
な
に
か
に
つ
け
て
御
助
力
を
願
ひ
ま
す
。
特
に
僕
の
一
身
上
の
事
件
は
こ
れ
か
ら
肝
心
の
公
判
に
臨
む
時
期
に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
岩
波
を
去
ら
れ
て
も
、
な
ほ
御
力
添
へ
を
つ
ゞ
け
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
れ
帰
京
後
に
ゆ
つ
く
り
御
話
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
と
り
あ
へ
ず
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
申
上
げ
て
お
き
ま
す
。
嘱
託
と
し
て
ま
だ
岩
波
に
御
出
勤
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
そ
の
点
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ぬ
の
で
、
こ
の
手
紙
は
お
宅
の
方
へ
差
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
八
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様　
硯
北
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【
７
４
９
】　
昭
和
16
年
12
月
31
日
〔
封
筒
表
〕
本
郷
区
、
帝
大
附
属
病
院　
大
槻
外
科
十
五
号
室　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
二
月
三
十
一
日
〔
本
文
〕
拝
復
御
病
気
御
入
院
の
趣
、
意
外
に
存
じ
ま
し
た
。
外
科
と
の
こ
と
、
い
つ
ぞ
や
の
御
病
気
の
御
再
発
か
と
想
像
致
し
ま
す
が
、
或
は
別
の
で
す
か
。
御
容
態
如
何
か
と
御
案
じ
申
上
げ
ま
す
。
実
は
過
日
来
一
度
手
紙
で
な
り
と
も
近
状
御
知
ら
せ
申
上
げ
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
何
に
せ
よ
、
相
当
疲
労
も
し
ま
す
し
、
種
々
の
準
備
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
暇
が
得
ら
れ
ず
、
御
無
沙
汰
致
し
て
ゐ
た
次
第
で
御
座
い
ま
す
。
昨
年
来
一
方
な
ら
ぬ
御
配
慮
に
預
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
用
意
273
し
ま
し
た
印
刷
物
が
大
に
役
に
た
ち
、
公
判
廷
で
も
盛
に
利
用
致
し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
だ
け
で
も
御
礼
か
た
〳
〵
御
報
告
申
上
げ
た
か
つ
た
の
で
す
。
堤
さ
ん
か
ら
御
聞
き
に
な
つ
た
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
大
体
の
様
子
は
御
存
知
と
存
じ
ま
す
し
、
詳
し
い
こ
と
は
書
面
で
は
む
つ
か
し
う
御
座
い
ま
す
か
ら
、
何
れ
他
日
御
目
に
か
ゝ
つ
て
申
上
げ
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。
た
ゞ
疲
れ
は
し
ま
し
て
も
、
健
康
を
害
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
元
気
で
居
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
は
御
安
神
を
願
ひ
ま
す
。
ま
だ
弁
論
が
残
つ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
た
め
に
相
当
の
準
備
が
必
要
に
な
り
、
当
分
は
ひ
ま
が
得
ら
れ
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。
下
旬
に
な
つ
て
初
め
て
一
応
解
放
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
申
上
げ
た
い
こ
と
は
種
々
あ
り
ま
す
が
、
上
記
の
や
う
な
次
第
で
す
か
ら
、
す
べ
て
後
日
に
ゆ
づ
り
ま
す
。
御
病
中
わ
ざ
〳
〵
御
た
よ
り
を
頂
き
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
御
退
院
を
祈
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
取
急
き　
御
返
事
ま
で　
　
敬
具
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三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
御
許
に
【
７
４
４
】　〔
昭
和
16
年
月
不
明
〕
５
日
〔
本
文
〕
拝
復
相
良
の
こ
と
に
つ
き
い
ろ
〳
〵
御
配
慮
下
さ
れ
、
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
金
額
は
御
手
紙
の
通
り
で
十
分
で
御
座
り
ま
す
。
何
分
よ
ろ
し
く
御
願
し
ま
す
。
堤
、
栗
田
両
氏
に
も
然
る
べ
く
御
伝
へ
下
さ
い
。
本
人
は
四
日
朝
上
海
を
立
つ
た
は
ず
で
す
か
ら
、
多
分
明
後
日
帰
京
す
る
こ
と
ゝ
存
じ
ま
す
。
さ
き
の
こ
と
を
い
ふ
の
は
を
か
し
い
や
う
で
す
が
、
先
日
来
僕
も
い
ろ
〳
〵
考
へ
ま
し
た
結
果
、
栗
田
相
良
両
人
に
少
し
大
き
い
共
同
の
研
究
題
目
を
与
へ
、
僕
自
身
も
参
加
し
て
計
画
的
に
し
ご
と
を
し
て
ゆ
か
う
と
思
ひ
、
二
三
日
前
栗
田
に
も
そ
の
意
を
伝
へ
て
お
き
ま
し
た
。
折
角
風
樹
会
の
275
補
助
を
得
る
な
ら
ば
、
し
つ
か
り
し
た
し
ご
と
を
し
つ
ゝ
そ
れ
に
よ
つ
て
力
を
養
つ
て
ゆ
く
や
う
に
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
て
う
ど
両
人
が
分
担
研
究
す
る
に
都
合
の
よ
い
問
題
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
二
三
年
が
ゝ
り
で
一
つ
や
つ
て
み
る
つ
も
り
で
す
。
　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
辞
典
の
原
稿
の
Ｇ
ま
で
の
部
分
を
一
両
日
中
に
は
御
送
り
致
し
ま
す
。
　
　
　
〜
〜
〜
〜
〜
伊
沢
氏
の
こ
と
、
並
に
金
井
氏
の
ア
ド
レ
ス
、
有
り
難
う
存
じ
ま
す
。
金
井
氏
に
は
早
速
二
三
の
書
物
を
送
る
こ
と
に
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
　
五
日
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
僕
は
よ
ほ
ど
元
気
が
出
て
来
ま
し
た
。
頭
の
痛
む
の
も
三
四
日
来
癒
つ
た
や
う
で
す
。
御
安
心
下
さ
い
。
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【
７
３
６
】　〔
昭
和
17
年
1
月
〕
16
日
〔
封
筒
表
〕
本
郷
区
、
帝
大
附
属
病
院
大
槻
外
科
十
五
号
室　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
十
六
日
〔
本
文
〕
其
の
後
御
経
過
如
何
で
す
か
。
先
日
御
令
弟
御
い
で
下
さ
れ
、
御
心
こ
め
ら
れ
ま
し
た
品
も
の
御
恵
贈
に
預
り
、
あ
り
が
た
く
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
物
資
不
足
の
折
か
ら
、
種
々
御
厚
志
を
拝
謝
致
し
ま
す
。
例
の
僕
の
件
は
、
昨
日
弁
護
人
の
弁
論
が
す
み
、
こ
ち
ら
の
す
る
こ
と
は
一
応
か
た
つ
き
ま
し
た
。
ま
だ
少
し
僕
の
す
る
こ
と
が
残
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
大
体
は
か
た
つ
い
た
や
う
な
も
の
で
す
。
今
年
に
な
つ
て
か
ら
弁
護
人
の
「
指
導
」
で
忙
し
く
、
少
し
の
ひ
ま
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
で
も
大
し
た
疲
労
も
な
く
今
日
に
277
至
り
ま
し
た
。
こ
の
様
子
で
は
健
康
の
方
に
は
心
配
が
無
い
と
い
ふ
自
信
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
出
来
る
だ
け
勉
強
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
御
礼
か
た
〳
〵
近
況
御
し
ら
せ
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
御
令
弟
の
御
話
で
は
今
日
中
に
は
御
退
院
の
御
見
込
と
の
こ
と
、
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
角
御
大
事
に
。
【
７
３
７
・
７
６
６
】　〔
昭
和
17
年
〕
３
月
４
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
杉
並
区
、
高
円
寺
、
三
ノ
一
五
五　
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
三
月
四
日
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〔
本
文
〕
拝
啓
御
病
気
は
も
は
や
御
全
快
の
御
事
と
存
じ
ま
す
が
、
い
か
ゞ
で
す
か
、
御
伺
ひ
申
上
げ
ま
す
。
少
し
暖
く
は
な
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
が
、
全
体
に
今
年
は
寒
さ
が
強
か
つ
た
の
で
、
御
病
気
に
お
障
り
は
無
か
つ
た
か
と
御
案
じ
申
し
て
も
居
り
ま
し
た
。
例
の
僕
の
件
に
つ
き
、
結
審
後
に
も
書
い
て
出
す
も
の
な
ど
が
あ
つ
て
、
二
月
中
ご
ろ
ま
で
忙
が
し
か
つ
た
の
で
す
が
、
も
う
ひ
ま
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
中
に
は
判
決
が
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
こ
と
は
考
へ
て
も
み
ず
、
至
極
の
ん
き
に
し
て
ゐ
ま
す
。
一
時
は
少
し
疲
れ
て
ゐ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
も
う
回
復
し
ま
し
た
。
御
見
舞
か
た
〳
〵
近
状
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
余
寒
が
ま
だ
去
り
ま
せ
ぬ
か
ら
御
病
後
の
御
摂
養
を
祈
り
ま
す
。
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敬
具
三
月
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
５
０
・
７
７
０
】　
昭
和
17
年
５
月
28
日
　
　
※
〔
封
筒
表
〕
杉
並
区
、
高
円
寺
、
三
ノ
一
五
五
、
藤
川
覚
様
〔
封
筒
裏
〕
麹
町
区
、
麹
町
五
ノ
七
ノ
二　
津
田
左
右
吉　
五
月
廿
八
日
〔
本
文
〕
拝
啓
そ
の
後
、
御
健
康
如
何
で
す
か
。
先
般
の
御
病
気
は
も
は
や
御
全
快
の
御
事
と
存
じ
ま
す
が
、
如
何
が
〔
マ
マ
〕か
と
御
案
じ
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。
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さ
て
、
か
ね
て
一
方
な
ら
ぬ
御
配
慮
を
蒙
り
ま
し
た
例
の
件
は
、
や
つ
と
先
週
に
至
り
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。
新
聞
に
簡
単
な
記
事
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
御
存
じ
の
事
と
存
じ
ま
す
が
、
あ
の
記
事
は
実
は
甚
だ
不
十
分
の
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
実
質
的
に
は
違
つ
て
ゐ
る
と
い
つ
て
も
よ
い
ほ
ど
で
あ
り
ま
す
。
公
訴
事
実
は
御
承
知
の
如
く
多
く
の
事
項
に
わ
た
つ
て
居
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
た
ゞ
一
事
項
の
み
有
罪
と
し
、
あ
と
の
全
部
は
無
罪
、
書
物
に
つ
い
て
い
ふ
と
、「
記
紀
の
研
究
」
の
う
ち
の
一
事
項
が
有
罪
で
、
此
の
書
の
う
ち
で
も
其
の
他
の
事
項
は
す
べ
て
無
罪
、
他
の
三
冊
に
つ
い
て
は
全
部
が
無
罪
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
か
う
い
ふ
判
決
で
あ
つ
た
ゝ
め
に
検
事
が
早
速
控
訴
の
申
立
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
こ
ち
ら
で
も
控
訴
の
手
続
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
〳
〵
煩
累
を
後
に
の
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
う
な
つ
た
以
上
は
、
ど
こ
ま
で
も
主
張
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
〳
〵
申
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
手
紙
で
は
書
き
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に
く
う
御
座
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
だ
け
御
報
告
を
致
し
、
昨
年
ま
で
の
種
々
御
尽
力
に
対
し
、
御
礼
を
申
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
当
分
は
平
素
の
学
究
生
活
を
つ
ゞ
け
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
ひ
ま
す
し
、
健
康
に
も
異
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
御
放
念
を
願
ひ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
五
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
３
５
】　〔
年
月
不
明
〕
１
日
〔
封
筒
表
〕
藤
川
様　
津
田
生
〔
本
文
〕
御
手
紙
拝
見
、
御
手
数
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
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正
誤
表
は
ま
づ
書
い
て
ゐ
る
ひ
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
後
刻
作
り
ま
し
て
郵
便
で
差
出
し
ま
す
か
ら
、
御
願
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
取
急
き
早
々
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
【
７
４
８
】　〔
年
月
不
明
〕
２
日
〔
封
筒
表
〕
〔
岩
〕
波
書
店　
藤
川
様　
津
田
左
右
吉
〔
本
文
〕
昨
日
は
失
礼
致
し
ま
し
た
。
只
今
は
わ
ざ
〳
〵
御
使
下
さ
れ
、
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
し
ば
ら
く
拝
借
、
可
成
早
く
御
返
じ
申
上
げ
る
つ
も
り
で
居
り
ま
す
。
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御
返
礼
ま
で　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
４
２
】　〔
年
月
不
明
〕
８
日
〔
本
文
〕
拝
啓
哲
学
辞
典
の
原
稿
、
少
し
で
す
が
差
出
し
ま
す
。「
易
」
の
は
清
書
さ
せ
て
み
た
ら
規
定
の
枚
数
よ
り
遥
か
に
超
過
し
ま
し
た
か
ら
、
か
な
り
消
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
な
ほ
一
枚
ぐ
ら
ゐ
多
く
な
つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
Ｄ
の
部
に
「
道
徳
史
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
一
旦
清
書
さ
せ
た
の
で
す
が
、
何
度
も
読
み
な
ほ
し
て
み
る
と
、
訂
正
し
た
い
と
こ
ろ
が
出
て
来
ま
し
た
か
ら
、
今
書
き
か
へ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
Ｇ
の
部
は
小
島
氏
高
田
氏
の
分
か
ら
ま
は
つ
て
来
た
の
ゝ
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
を
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書
き
加
へ
て
、
Ｈ
以
下
は
あ
と
で
御
送
り
致
し
ま
す
。
て
う
ど
御
使
が
ま
ゐ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
に
託
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
【
７
３
２
】　〔
年
月
不
明
〕
11
日
〔
封
筒
表
〕
岩
波
書
店　
藤
川
様　
　
津
田
生
〔
本
文
〕
拝
復
御
手
紙
の
趣
、
承
知
致
し
ま
し
た
。
十
四
日
は
差
支
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
参
上
致
し
ま
す
。
な
ほ
岩
田
氏
訪
問
の
こ
と
も
時
日
等
は
お
任
せ
致
し
ま
す
か
ら
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然
る
べ
く
御
計
ら
ひ
を
願
ひ
ま
す
。
　
　
取
急
き
御
返
事
ま
で　
草
々
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
十
四
日
の
会
に
は
前
例
に
よ
り
福
井
栗
田
両
氏
に
も
参
会
を
求
め
て
よ
ろ
し
い
で
せ
う
ね
。
【
７
３
４
】　〔
年
月
不
明
〕
12
日
〔
封
筒
表
〕
岩
波
書
店　
藤
川
様　
　
　
津
田
生　
御
返
事
〔
本
文
〕
拝
誦
い
ろ
〳
〵
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
明
日
御
示
の
時
刻
に
参
上
致
し
ま
す
。
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御
う
け
か
た
〳
〵
御
礼
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
　
机
下
【
７
４
７
】　〔
年
月
不
明
〕
12
日
〔
本
文
〕
拝
復
御
手
紙
の
趣
承
知
致
し
ま
し
た
。
明
日
御
指
定
の
時
刻
に
参
上
致
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
　
机
下
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【
７
３
３
】　〔
年
月
不
明
〕
14
日
〔
封
筒
表
〕
岩
波
書
店　
藤
川
様　
親
展
〔
封
筒
裏
〕
十
四
日　
津
田
左
右
吉
〔
本
文
〕
拝
啓
昨
夜
は
失
礼
し
ま
し
た
。
別
紙
の
如
く
認
め
ま
し
た
か
ら
然
る
べ
く
御
計
を
願
ひ
ま
す
。
金
額
は
年
額
四
百
円
（
月
額
三
十
三
円
余
）
と
致
し
て
お
き
ま
し
た
。
　
取
急
き
早
々
十
四
日
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
　
机
下
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【
７
４
３
】　〔
年
月
不
明
〕
26
日
〔
本
文
〕
〔
前
欠
〕
廿
六
日
午
後
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
栗
田
君
に
も
よ
ろ
し
く
御
伝
へ
下
さ
い
。
堤
さ
ん
に
も
事
情
を
御
話
下
さ
れ
ゝ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。
【
７
４
０
】　〔
年
月
不
明
〕
30
日
〔
封
筒
表
〕
岩
波
書
店　
藤
川
様　
御
返
事
〔
封
筒
裏
〕
三
十
日　
津
田
左
右
吉
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〔
本
文
〕
拝
復
承
知
致
し
ま
し
た
。
そ
の
時
刻
に
参
上
致
し
ま
す
。
早
々
　
三
十
日
　
　
　
　
津
田
左
右
吉
藤
川
様
　
　
机
下
